
やまつりこども

5
平成28年5月6日発行
（毎月第1金曜日発行）

No.662

May
2016

広報

人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

Public 
Relations
Yamatsuri

矢祭小学校前バス停にて

［巻頭記事］
Brand new school
矢祭町立矢祭小学校ここに開校



　

今
年
度
よ
り
待
望
の
開
校
を
迎
え
た

矢
祭
町
立
矢
祭
小
学
校
。
町
内
５
つ
の

小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
歴
史
の
幕
が
あ
が
り
ま
し
た
。

４
月
６
日
（
水
）
に
は
、
矢
祭
小
学
校

開
校
式
と
第
１
回
入
学
式
が
矢
祭
小
学

校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、
児
童
、
教
職

員
、
多
数
の
ご
来
賓
、
地
域
の
方
が
新

し
い
小
学
校
の
船
出
を
見
守
り
ま
し

た
。

　

開
校
式
で
は
、
古
張
町
長
か
ら
永
山

校
長
へ
校
旗
授
与
が
行
わ
れ
、
片
野
教

育
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
開
校
宣
言
、

校
長
挨
拶
、
児
童
代
表
の
こ
と
ば
と
続

き
閉
式
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
校
式
終
了
後
に
行
わ
れ
た

矢
祭
小
学
校
第
１
回
目
と
な
る
入
学
式

で
は
、新
入
学
児
童
45
人
が
呼
名
さ
れ
、

元
気
な
声
の
返
事
が
体
育
館
内
に
響
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
永
山
校
長
よ
り

「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
楽
し
く
勉
強
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
、
新

入
学
児
童
代
表
へ
教
科
書
が
授
与
さ
れ

た
後
歓
迎
の
こ
と
ば
を
児
童
代
表
の
２

人
が
述
べ
新
入
学
児
童
を
暖
か
く
迎
え

入
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

矢
祭
小
学
校
。
１
つ
に
集
結
し
た
小
学

校
の
今
後
に
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

■
開
校
式

■
第
１
回
入
学
式

１．児童代表のことばを述べる 6

年生の薄井悠さん　２．開校式に

参列した児童と来賓、地域の方々

３．片野宗和教育委員会委員長に

よる開校宣言　４．古張町長から

永山校長へ矢祭小学校校旗の授与

５．矢祭小学校校旗に描かれた校

章

1 ２

４

３

１．矢祭小学校新入学児童入場　

２．児童代表の小松るみさんと石

井優佳さんによる歓迎のことば　

３．永山校長より新入学児童代表

の深谷凛さんへ教科書授与　４．

校歌を歌う新入学児童と保護者　

５．式辞を述べる永山校長
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Brand new school
矢祭町立矢祭小学校ここに開校

Memorial Ceremony



　

平
成
28
年
４
月
１
日
、
矢
吹
町
立
善
郷
小
学
校

か
ら
矢
祭
町
立
矢
祭
小
学
校
に
着
任
し
ま
し
た
校

長
の
永
山
陽
一
で
す
。
町
内
の
東
舘
、
下
関
河

内
、
関
岡
、
内
川
、
石
井
の
５
つ
小
学
校
の
伝
統

と
町
民
の
皆
様
の
願
い
の
こ
も
っ
た
矢
祭
小
の
初

代
校
長
と
し
て
の
責
任
を
と
て
も
重
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

矢
祭
小
校
歌
を
作
詞
、
作
曲
し
て
く
だ
さ
っ
た

小
林
研
一
郎
先
生
の
「
未
来
は
向
こ
う
か
ら
来
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
創
る
も
の
」
と
い

う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
先
生
方
と
一
緒
に
矢

祭
町
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者
そ
し
て

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

矢
祭
小
学
校
長
挨
拶

矢祭小学校初代校長

永山　陽一  先生

職　名 担 任 等 氏　名 職　名 担 任 等 氏　名 職　名 担 任 等 氏　名

校長 永山　陽一 教諭 6年 2組 菅野　健彦 町支援員 あおぞら 金澤　佳子

教頭 富永　陽一 教諭 あおぞら 長谷川福美 町支援員 そよかぜ 檜山　雪江

教諭 教務主任 根本かおる 講師 そよかぜ 黒澤　和久 町支援員 たきがわ 樋田　晴江

教諭 1年 1組 蛭田　陽子 教諭 たきがわ 佐藤　　誠 配膳員 金澤恵美子

講師 1年 2組 坂本　怜子 講師 統合加配 佐野　純一 配膳員 深谷ひとみ

教諭 2年 1組 金澤　知子 養護教諭 吉田真由美 校務員 増子　武久

教諭 2年 2組 星　　希美 主査 本多由美子 ＡＬＴ ﾃﾞｲｳﾞｨｽ ･ ﾈｲﾗﾝﾄﾞ

教諭 3年 1組 深谷　俊介 非常勤講師 藤田　南帆 教諭 育休中 高宮　亜希

講師 3年 2組 池田　直美 栄養技師 菊池　夏美 教諭 育休中 吉田　沙織

教諭 4年 1組 鈴木　朋子 町講師 1年 1組 本多　則子 教諭 長期研修中 久野　雄平

教諭 4年 2組 古川　義仁 町講師 1年 2組 柴　真希子 教諭 長期研修中 村松　弘基

教諭 5年 1組 小野寺光里 町講師 2年 1組 平山利喜夫 教諭 県外派遣 吉田　　智

教諭 5年 2組 小野　伸俊 町講師 2年 2組 緑川　直子 教諭 長期研修中 渡邊佳央里

教諭 6年 1組 戸井田　瞳 学校司書 保住　貞子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 阿部　祐子

New Teachers

平成 28年度矢祭小学校教職員名簿

１．図工の時間中の児童　

２. 給食を食べるの前に「いた

だきます」　３．休み時間に式

台の上でおしゃべり　４．花

壇の花をみながらおしゃべり

５．休み時間中に鉄棒の練習

６．給食の配膳をする児童　

７．授業の様子
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Daily Photo

長い歴史と伝統を受け継ぎ開校
君たちの笑顔が新たな歴史を創る



地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成
27 年度下半期（平成 27 年 10 月～平成 28 年 3
月）における補正予算状況、基金、町有財産及
び町債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　　　　　　　　　　　　　  　　　

会計名
９月定
例会後の
予算額

９月
専決

10 月
専決

12 月
定例会

１月
専決

２月
臨時会

３月
定例会

３月
専決

３月
臨時会

３月
専決

平成
27 年度
最終予算

一般会計 5,368,530 財源振替 4,106 99,193 11,045 21,043 △1,038,936 財源振替 118,398 509 4,583,888

特

別

会

計

国保 847,773 0 0 1,305 0 0 9,389 0 4,982 0 863,449

水道 281,325 0 0 737 0 0 △ 18,277 △ 316 432 0 263,901

工場 4,449 1,999 0 0 0 0 0 0 0 0 6,448

宅造 6,751 0 0 0 0 0 △ 5,000 0 0 0 1,751

農集排 30,669 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30,669

介護 569,950 0 0 237 0 0 917 0 3,827 0 574,931

後期高齢 130,509 0 0 800 0 0 53 0 △ 985 0 130,377

霊園 1,373 0 0 0 0 0 0 0 △ 525 0 848

　合　計 7,241,329 1,999 4,106 102,272 11,045 21,043 △1,051,854 △ 316 126,129 509 6,456,262

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 54,188 9,450
公営住宅 19,157 6,761
公園 19,691 ‐
その他の施設 127,232 20,815

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 224,284 38,326

普

通

財

産

宅地 101,639 9,221

田畑 3,151 ‐

山林 3,345,172 ‐

その他 23,996 ‐

計 3,473,958 9,221

合計 3,698,242 47,547

区　　　　分 平成 26 年度 平成 27 年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,774,270 1,975,195 200,925 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 209,121 390,199 100,078 町債の繰上償還財源のための基金  

復興基金 114,187 50,993 ▲ 63,194 震災復興財源として県より交付され創設した基金

東日本大震災復興交付金基金 31,214 0 ▲ 31,214 ニュータウンの法面補強事業のため、国の交付金で創設した基金 

21 ふるさと人づくり基金 107,543 108,266 723 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 5,063 5,177 114 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 464,113 464,309 196 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,180 300,261 81 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 ‐ 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,792 99,846 54 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,386 10,388 2 土地改良施設事業のための基金  

高田基金 103,443 103,475 32 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,137 1,138 1 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 1,987 1,988 1 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

合　　　　計 3,303,500 3,511,299 207,799

まちの
財政状況

10月専決（補正予算第 5号）
▶補正予算額…4,106 千円
山村開発センター敷地造成工事に係る土地購入費 1,883
千円、携帯電話エリア整備事業に係る業務委託料 6,900
千円、水田活用園芸産地緊急育成事業の補助金 3,783 千
円等を補正しました。

12 月定例会（補正予算第 6号）　　
▶補正予算額… 99,193 千円
ユーパル矢祭温泉ポンプ設置や矢祭小学校建設に係る費
用等を補正しました。

1 月専決（補正予算第 7号）
▶補正予算額…11,045 千円
歳出においては、ふくしま森林再生事業による手元町有
林間伐で、間伐材を委託購売するための運搬手数料等を
補正しました。歳入においては、間伐材の立木売払収入
を補正しました。

2 月臨時会（補正予算第 8号）
▶補正予算額…21,043 千円
歳入においては、ふくしま森林再生事業補助金 20,617
千円を補正しました。歳出においては、唐ヶ沢地区の耐
震性貯水槽設置工事や小中学校の運動着支給事業に係る
経費等を補正しました。

3 月定例会（補正予算第 9号）
▶補正予算額…▲ 1,038,936 千円
歳出において、矢祭小学校の校舎等建築工事の期間延
長により委託料を▲36,005千円、工事費を▲1,154,714
千円補正しました。

3 月専決（補正予算第 10号）
▶補正予算額…財源振替（予備費）
衛生費において、子ども医療助成金が不足したため
133 千円補正しました。商工費において、あゆのつり
橋工事に係る費用を 876 千円補正しました。

3 月臨時会（補正予算第 11号）
▶補正予算額…118,398 千円
歳入においては、地方交付税の額の確定により
147,772 千円を補正しました。歳出においては、矢祭
小学校の外構工事、太陽光発電設備設置に係る費用
144,464 千円等を補正しました。

3 月専決（補正予算第 12号）
▶補正予算額…509 千円
歳入においては、主に地方譲与税や各種交付金の交付
額が確定したことによる補正をしました。歳出におい
ては、ユーパル矢祭温泉ポンプ設置に係る費用等が減
額になったため補正をしました。

一般会計補正予算の主な内容

平成 27 年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 平成 26 年度末
残　　　　高

平成 27 年度末
残　　　　   高

1．普通債 2,174,477 1,970,372
（１）総務 166,900 142,851
（２）民生 349,231 204,096
（３）衛生 162,732 145,819
（４）農林水産業 263,898 233,794
（５）商工 21,355 11,515
（６）土木 360,505 306,501
（７）消防 101,218 92,062
（８）教育 748,638 833,734
2．災害復旧費 27,492 20,318
（１）農林水産業 9,320 12,468
（２）土木 18,172 7,850
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,538,783 1,591,794
（１）減税補てん債等 15,365 13,573
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,523,418 1,578,221

計 3,740,752 3,582,484

財産の状況　

平成 27年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

平成 27年度末現在の町債残高は次の通りです。

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円
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■
農
業
委
員
会
委
員
紹
介

9 8

農業委員会だよりAgriculture Committee News Letter

ＭＩＣＨＩＨＩＲ
Ｏ
　
ＳＵＺＵＫＩ 

農業委員会前会長

鈴木　通弘

　

平
成
28
年
４
月
の
改
選
で
矢
祭
町

農
業
委
員
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
益
子
修
一
で
す
。

　

今
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委
員

会
法
が
施
行
さ
れ
、
委
員
の
選
任
方

法
が
公
選
制
か
ら
地
域
、団
体
推
薦
・

公
募
に
よ
り
候
補
者
を
募
り
、
議
会

の
承
認
を
得
て
町
長
が
任
命
す
る
制

度
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
農
地
利
用
の
最
適
化
に
熱
意
と
識

見
を
有
す
る
者
を
、
農
業
委
員
会
が

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て

委
嘱
し
、
農
業
委
員
と
共
に
活
動
す

る
仕
組
み
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
最
大
の
使
命
は
、

農
地
を
守
り
、
農
地
の
有
効
活
用
を

計
り
な
が
ら
地
域
農
業
の
振
興
と
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
東
京
電
力
福
島
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
り
県
内
産
農
産

物
へ
の
風
評
被
害
も
収
ま
ら
な
い
ば

か
り
か
、
国
会
で
審
議
が
始
ま
っ
た

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
承
認
、
発
効
さ
れ
ま

す
と
農
産
物
の
輸
入
が
促
進
さ
れ
、

国
民
の
生
命
の
源
で
あ
る
食
料
自
給

率
が
先
進
国
で
も
最
低
の
39
％
か
ら

13
％
に
ま
で
下
が
る
と
い
う
農
水
省

の
試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
の
中
、
私
た
ち
新
農
業
委
員

と
推
進
委
員
、
そ
し
て
農
業
関
係
者
の

皆
様
と
共
に
地
域
農
業
の
発
展
と
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
町
民
皆
様
の
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　

平
成
25
年
３
月
の
改
選
で
、
農
業
委

員
会
の
会
長
に
委
員
の
指
名
推
薦
に
よ

り
就
任
し
ま
し
た
が
、今
日
ま
で
の
間
、

国
の
農
業
政
策
は
生
産
調
整
よ
る
減
反

か
ら
、
飼
料
用
米
や
加
工
用
米
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
な
ど
へ
の
作
付
体
系
の
転
換
を
進
め

る
方
向
に
舵
を
切
り
、
国
の
補
償
制
度

自
体
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

同
時
に
主
食
用
米
の
価
格
下
落
も
あ
り

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
そ
れ
に
伴
う
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
も
な
お
続
く
中
、
農

作
物
に
関
す
る
風
評
被
害
も
収
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
避
難
解
除
が

宣
言
さ
れ
る
地
域
が
あ
り
早
く
復
興
を

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
27
年
９
月
に
改
正
農
業
委
員
会

法
が
公
布
さ
れ
農
業
委
員
や
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
仕
事
が
、
農
地
と

担
い
手
を
守
り
活
か
す
こ
と
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
利
用
の

集
積
、
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
等
に
取
り
組
む
為
に
も
、
各
委
員

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
現
場
を
み
て
、
把

握
し
、
農
地
を
守
る
た
め
に
両
委
員
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
上
で
、
行
政
サ
イ
ド
に
も
協
力
を
求

め
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
。
自
ら
の

農
地
は
自
ら
守
る
と
い
う
気
概
を
持
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
長
と
し
て

在
任
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、農
業
委
員
の
一
人
と
し
て
、

新
役
員
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ
て
行
く
所

存
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
農
業
委
員
会
の
益
々
の

発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
退

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
退
任
の
挨
拶

ＳＨＵＩＣＨＩ　
Ｍ
ＡＳＨＩＫ

Ｏ
 

農業委員会会長

益子　修一

平
成
28
年
４
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た

農
業
委
員
会
委
員
を
紹
介
を
し
ま
す

担当地区：戸塚・金沢・山野井
趣　　味：野菜作り
好　　物：トマト

松本　守雄（64）
担当地区：中石井
趣　　味：旅行、読書
好　　物：ラーメン

松永　芳雄（62）
担当地区：下石井
趣　　味：修理加工
好　　物：果物

小貫　正勝（64）

担当地区：下関
趣　　味：旅行
好　　物：フルーツ

尾亦　正光（62）
担当地区：宝坂
趣　　味：ドライブ
好　　物：魚

益子　修一（69）
担当地区：東山
趣　　味：釣り
好　　物：野菜、肉類

石井　康行（56）
担当地区：東舘・小田川
趣　　味：ドライブ
好　　物：酒、肉、果物

鈴木　通弘（71）

担当地区：広報担当
趣　　味：短歌、俳句
好　　物：刺身、酒

松本　義勝（62）
担当地区：関岡・高山
趣　　味：釣り、ゴルフ
好　　物：肉、刺身

高澤　行男（68）
担当地区：内川・茗荷
趣　　味：鮎釣り
好　　物：肉

古市　孝行（65）
担当地区：上関・大垬
趣　　味：狩猟、釣り
好　　物：酒

齊藤　隆夫（66）
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　農業者年金は、農業者向けの公的年金として平成 14年に新しい制度へと生まれ変わりました。
この新農業者年金は、農業者の老後を支えるべく様々なメリットを備えています。この機会に是
非、お近くの農業委員にご相談ください。

農業委員会ニュース

農業者年金に加入しませんか

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
矢
祭

町
農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
髙
橋
竜

一
で
す
。

　

さ
て
、
前
回
の
農
業
委
員
会
だ
よ

り
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
年

の
４
月
か
ら
農
業
委
員
会
が
改
正
法

に
基
づ
く
新
体
制
へ
と
移
行
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
選
挙
で
選
ば

れ
て
い
た
農
業
委
員
が
、
町
長
に
よ

る
選
任
制
へ
と
移
行
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
各
地
区
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
い
う
も
の
が
設
置

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
農
業
委
員
の
選

任
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
変
え
る
と

い
う
点
で
、
大
変
大
き
な
改
正
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
農
業
委
員
会
は
そ
の
業
務
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、

関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
、
農
地
利

用
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
を

述
べ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
家

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
き
ち
ん
と

国
や
町
に
届
け
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
町
民
に
身
近
な
農
業
委
員
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
年
に
４
回
の
ペ
ー

ス
で
発
行
い
た
し
ま
す
。「
１
月
」

「
４
月
」「
７
月
」「
10
月
」
の
各
紙

面
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
の
活
動

や
農
地
制
度
に
関
す
る
解
説
記
事
な

ど
、
み
な
さ
ん
に
農
業
委
員
会
を
よ

り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
を

載
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

平
成
28
年
４
月
８
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
を
し
ま
す

担当地区：東舘・小田川
趣　　味：写真、音楽
好　　物：果物類、魚類

加藤　明（70）
担当地区：戸塚・金沢・山野井
趣　　味：温泉めぐり
好　　物：果物、刺身

鈴木　利信（66）
担当地区：中石井
趣　　味：旅行
好　　物：お酒

星　昌一（64）

担当地区：下関
趣　　味：農業機械修繕
好　　物：酒、野菜

古市　健吾（61）
担当地区：東山
趣　　味：読書
好　　物：酒等

増子　伸義（58）
担当地区：宝坂
趣　　味：海釣り、読書
好　　物：果物、肉類

古市　利夫（57）

担当地区：内川・茗荷
趣　　味：スキー
好　　物：苺

菊池　晃一（61）
担当地区：関岡・高山
趣　　味：レクダンス、旅行
好　　物：果物

金澤　敏子（59）
担当地区：上関・大垬
趣　　味：音楽鑑賞
好　　物：肉

鈴木　正明（63）

　メリット１　少子化に強い「積み立て方式」の年金です。

　　→　国民年金等の「賦課方式」と違い、現在納める保険料を将来の年金原資とする

　　　　「積み立て方式」は、少子化の影響を受けない安定した仕組みです。

　メリット２　公的年金ならではの「終身年金」です。

　　→　原則 65 歳から生涯にわたって年金が支給されます。また 80 歳までの年金相当額が

　　　　受け取れる死亡一時金の仕組みも組み込まれています。

　メリット３　保険料の全額社会保険料控除で節税も可能に。

　　→　支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となりますので、所得税や住民税の節税にもなります。

＊農業者年金のご相談は、お近くの農業委員又は農業委員会事務局まで
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
５
月
15
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
ぜ
ひ
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
＆
科
学
は
て
な
教
室
…
５
月
21

　

日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

今
年
度
も
科
学
は
て
な
教
室
を
開
催
し
ま

　

す
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

子
ど
も
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、「
子
ど

　

も
の
本
に
関
す
る
」
本
を
集
め
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
】

　

今
年
も
、
第
８
回
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い

　

図
書
館
」
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
を

　

開
催
し
ま
す
。

今
月
の
休
館
日

　

５
月
２
日
（
月
）、
５
月
９
日
（
月
）、
５

　

月
16
日
（
月
）、
５
月
23
日
（
月
）、
５
月

　

30
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎
４
６

　

‐
４
６
４
６

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

桜
花
満
開
と
な
る
春
の
刻と
き

遺
影
の
父
は
ほ
ほ
え
み
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

春
め
き
て
芽
吹
け
る
木
々
の
力

水
弥
生
の
雨
は
け
ぶ
り
つ
つ
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

母
も
吾
も
弟
も
孫
も
学
び
た
る

東
舘
小
に
別
れ
惜
し
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

土
あ
げ
て
銀
色
に
輝
く
霜
柱

下
駄
で
踏
ま
え
し
幼
き
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

じ
ゃ
が
い
も
の
芽
を
選
び
つ
つ

並
べ
ゆ
く
桜
の
開
花
を
聞
き
し
午
後
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

頂
き
し
さ
か
り
を
過
ぎ
し
羽う

ち
ょ
う
ら
ん

蝶
蘭

植
え
替
え
す
れ
ば
蕾
見
え
始
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

ツ
バ
メ
の
巣
大
事
に
置
き
て
待
ち
お
れ
ど

来
て
も
古
巣
に
戻
り
て
く
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

職
を
退ひ

き
は
や
三
年
か

凡
庸
の
暮
ら
し
に
朝
の
畑
草
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

𠮷
民

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
て
祖
父
と

父
母
の
遺
し
く
れ
た
り
わ
れ
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

同
級
会
に
兄
弟
の
よ
う
な
友
ら
と
の

話
は
孫
や
体
調
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

つ
つ
が
な
く
四
十
二
年
の
職
全
う
せ
し

貴
女
の
笑
顔
眩
し
く
ひ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

行 政 区 名 区 長 名（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 鈴木　秀哉
舘本区 鈴木　　博
桃ノ木区 小室　浩已
石田区 佐川　　誠
上野内区 本田　　覚 区長会長
宝坂区 小川　秀雄
高野谷地区 金澤　　洋
追分区 本田　洋二
小田川区 菊地　　清
ニュータウン中山区 大森　泰幸
下関河内区 塙　　和彦 区長会会計
上関河内区 鈴木　　孝
大垬区 豊田　　実
高山区 菊池　良信
関岡区 金澤　秀行 区長会副会長
真木野区 中野　利夫
内川区 尾梶　知規
茗荷区 増子　利行
中石井区 緑川　安一
下石井区 熊田　次兄
戸塚区 小松　正明 区長会副会長

階　級 氏 名 （敬称略） 階　級 氏 名 （敬称略）

第 1班第１班長 丸山　安則 第 1班第 2班長 松本　伸一
第 2班第 1班長 鈴木　一弘 第 2班第 2班長 長塚　進治
第 3班第 1班長 片野　賢一 第 3班第 2班長 豊田　顕成
第 4班第 1班長 齋藤　　龍 第 4班第 2班長 三瓶　直之
第 5班第 1班長 椛澤　拓也 第 5班第 2班長 糸井　美浩
第 6班第 1班長 髙信　收一 第 6班第 2班長 冨永　貴博
第 7班第 1班長 豊田　喜昭 第 7班第 2班長 冨永　久志
第 8班第 1班長 佐川　靖矩 第 8班第 2班長 丸山　哲也
第 9班第 1班長 古張　貴生 第 9班第 2班長 佐藤　公史
第 10 班第 1班長 沼端　健作 第 10 班第 2班長 石原　正啓
第 11 班第 1班長 古市　拓也 第 11 班第 2班長 芳賀　和樹
第 12 班第 1班長 松本　貴之 第 12 班第 2班長 鈴木　貴識
第 13 班第 1班長 深谷　岳史 第 13 班第 2班長 菊池　博和
第 14 班第 1班長 鈴木　啓也 第 14 班第 2班長 深谷　雅史
第 15 班第 1班長 菊池　裕人 第 15 班第 2班長 大越　雄二
第 16 班第 1班長 菊池　寿勝 第 16 班第 2班長 増子　　豊
第 17 班第 1班長 本田　　明 第 17 班第 2班長 鷹部　啓寛

階　級 氏 名（敬称略）

団　長 檜山　利男
副団長 金沢　利広
副団長 菊池　賢一
副団長 金澤　和弥
指導部長 佐川　嘉紀
第 1分団分団長 菊池　敏晴
第 1分団副分団長 本田　　修
第 1分団部長 宗田　浩一
第 2分団分団長 近藤　昌弘
第 2分団副分団長 永山　一則
第 2分団部長 寺島　英明
第 3分団分団長 本田　孝志
第 3分団副分団長 石井　崇文
第 3分団部長 尾梶　文昭
第 4分団分団長 藤田　博文
第 4分団副分団長 須藤　英典
第 4分団部長 佐川　道夫

入
札
結
果

工事名 入札日 （予定価格） 落札者 工事場所 工期

平成28年度ユーパル矢祭水源
井改修工事

平成 28 年
4 月 25 日

（1,890,000 円）
1,836,000 円

（有）ベルパックス
代表取締役　大平　千代子

東 舘 字
蔵屋敷地内

平成 28 年 4月 25 日～
平成 28 年 5月 31 日

平成28年度旧東舘小学校校舎
等解体工事

平成 28 年
4 月 25 日

（76,995,360 円）
76,680,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　藤田　光夫

東 舘 字
上野内地内

平成 28 年 5月 2日～
平成 28 年 10 月 14 日今年度の各行政区長さんと町長、副町長、教育長

・平成 28 年度班長名簿 ・平成 28 年度本団役員名簿
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今
年
度
各
行
政
区
長
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
５
日
（
火
）、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
に
お
い
て
平
成
28
年
度

第
１
回
区
長
会
が
開
催
さ
れ
、

各
行
政
区
長
さ
ん
21
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
役
場
よ
り
各
課
事
務
の

説
明
や
「
矢
祭
町
ご
み
不
法
投

棄
・
野
外
焼
却
監
視
員
」
及
び

「
矢
祭
町
交
通
対
策
協
議
会
地

区
分
会
長
委
嘱
書
」
の
交
付
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
は
、
選
考
委
員
に
よ

る
選
考
の
結
果
、
区
長
会
長
に

本
田
覚
上
野
内
区
長
、
副
会
長

に
小
松
正
明
戸
塚
区
長
、
金
澤

秀
行
関
岡
区
長
、
会
計
に
塙
和

彦
下
関
河
内
区
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
行
政
区
長
の
皆
さ
ん
、
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

矢
祭
町
消
防
団
新
体
制
始
動

町長より辞令交付を受ける檜山新団長

　

４
月
１
日
（
金
）、
役
場
第
１
会
議

室
で
町
消
防
団
長
、
副
団
長
へ
の
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
団
長
に

は
、
前
副
団
長
の
檜
山
利
男
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
10
日
（
日
）、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
で
指
導
部
長
以
下
の
本
団
役

員
、
第
１
班
長
・
第
２
班
長
へ
の
辞
令

交
付
式
及
び
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
辞
令
は
、
檜
山
新
団
長
よ
り
交
付

さ
れ
、
新
体
制
で
の
消
防
活
動
が
始
ま

り
、
無
火
災
を
目
指
し
て
新
た
に
一
致

団
結
し
ま
し
た
。



　
「
私
た
ち
は
、
小
さ
い
頃
か
ら

お
互
い
を
よ
く
知
る
幼
な
じ
み
で

す
。
私
た
ち
の
出
会
い
（
再
会
）

は
、
ス
ー
パ
ー
で
互
い
の
両
親
が

息
子
、
娘
が
ど
う
し
て
い
る
の
か

と
い
う
話
を
し
た
こ
と
か
ら
、
私

た
ち
が
連
絡
を
取
り
始
め
再
会
し

ま
し
た
。
結
婚
の
決
め
手
は
、
一

緒
に
い
て
安
心
す
る
と
い
う
こ
と

と
な
ん
で
も
気
軽
に
言
え
、
素
の

自
分
で
い
ら
れ
る
か
ら
で
し
た
。

　

こ
の
春
に
は
、
私
た
ち
の
子
が

生
ま
れ
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
と
家
族
と
い
う
も
の
を
実

感
で
き
ま
す
。

　

独
身
の
方
に
は
、
結
婚
は
い
ろ

い
ろ
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
幸
せ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
お
伝
え
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。」

　

小
・
中
学
校
か
ら
同
級
生
の
二

人
。
大
人
に
な
っ
て
再
会
し
た
時

に
「
安
心
感
」「
な
つ
か
し
さ
」

を
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
印

象
が
二
人
を
結
婚
に
導
い
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
末
永
く
お
幸
せ

に
！

キャンプに行きたいです。

まだ見つけていないので、これから探していきたいで
す。

漫画を見たり、友達と遊んだりすることですね。

自然が豊かなところです。

今の町のまま変わらずにいてほしいので、このまま維
持してほしいです。

町内でお会いするかもしれませんので、その時にはよ
ろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
今
の
町
を
維
持
し
続
け
て
ほ
し
い

髙澤　成誠さん

Ｓ
ｅ
ｉｓ
ｈ
ｕ
　
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｗ
ａ

たかさわせいしゅう● 22 歳・関岡在住

メッセージ

from結婚支援室（23）

message

次は菊池大樹さん（関岡）の予定です。
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平
成
21
年
に
立
ち
上
が
っ
た
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
「
南
Ｎ
Ａ
魅
」（
み

な
み
）
で
代
表
を
務
め
る
東
舘
在

住
の
鈴
木
創
一
さ
ん
。
チ
ー
ム
名

の
「
南
Ｎ
Ａ
魅
」
は
、
東
北
・
福

島
の
南
の
仲
間
と
一
緒
に
よ
さ
こ

い
を
通
し
て
観
客
を
魅
了
し
た
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
「
南
Ｎ
Ａ
魅
」
の
メ
ン
バ
ー
は
県

南
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
約
30
人
で
、

練
習
は
毎
週
月
曜
日
に
浅
川
町
の

公
民
館
で
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
近
い
時
は
日
曜
日
に
特
別
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
メ
ン

バ
ー
を
募
集
中
で
演
舞
力
に
自
信

の
あ
る
方
や
や
る
気
の
あ
る
方
は

大
歓
迎
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

基
本
的
に
は
中
学
１
年
生
か
ら
で

す
が
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
小
学
校

高
学
年
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
そ

う
で
す
。

　

よ
さ
こ
い
に
つ
い
て
尋
ね
る
と

「
よ
さ
こ
い
は
、
ヘ
ラ
に
バ
チ
が
つ

い
た
よ
う
な
「
な
る
こ
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
持
っ
て
踊
る
こ
と
が

第
１
条
件
で
す
。
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
そ
れ
は
よ
さ
こ
い
と
は
言
い

ま
せ
ん
。」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
う
ち
で
は
、
２
年
間
の

テ
ー
マ
を
決
め
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
曲
を
作
り
、
立
ち
位
置
や
振
付
、

衣
装
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
自
分
た
ち
で
作
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
配
置
や
振
付
は

あ
る
程
度
ま
で
は
決
ま
り
ま
す
が
、

常
に
進
化
し
て
い
く
の
で
確
定
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
が
深

い
で
す
よ
。」
と
よ
さ
こ
い
の
醍
醐

味
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
鈴
木
さ
ん
は「
続

け
て
い
く
こ
と
で
地
域
振
興
に
も

繋
が
り
、
最
終
的
に
は
町
の
た
め

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
継

続
は
力
な
り
と
も
言
い
ま
す
か
ら

ね
。」
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

鈴木さんご夫婦
中石井在住

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　結婚支援室では登録制度を設け、紹
介を行っています。 
・27 年度までの紹介件数　85 件
・27 年度までのお見合い件数   15 件
＊結婚支援室では町内に限らず町外
との交流も行っております。お気軽
にご相談ください。

詳しくは結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

14

結婚支援室の活動

鈴木さんが代表を務めるよさこいチーム「南 NA 魅」
の皆さんとご友人の棚倉町長湯座一平さん。

す
べ
て
が
自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

常
に
進
化
す
る
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.26 －

鈴
木
創
一
さ
ん

PROFILE
【すずきそういち】50歳。東舘在住。趣
味は機械類（パソコン、オーディオ、車な
ど）。モットーは「死ぬまで勉強」
「南NA魅」HP
http://www6.plala.or.jp/pon3254/

15

再
会
が
あ
っ
た
か
ら　



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

結団宣言と誓いのことばを述べた団長の蓮見くん

　４月１８日（月）、町と久慈川第１漁業協同組合
による稚鮎の放流が矢祭橋下の河川敷で行われまし
た。放流には関係団体とともに、矢祭小学校３年生
の児童が参加し、約 1万匹の稚鮎を久慈川へ放流
しました。児童たちは、元気に大きく育つよう願い
を込めながら稚鮎を放ちました。

辞令を受けるデイヴィスさん

　４月１８日（月）、矢祭山みどりの少年団結団式
が矢祭小学校体育館において開催されました。昭和
４９年に内川小学校の児童で結成されたこの少年団
は、今年度から矢祭小学校3年生以上が団員となり、
１７７人の団員が緑を愛し、緑を守るため活動しま
す。

放流をした矢祭小学校３年生の児童たち

　４月７日（木）、矢祭町小学校英語指導助手（ALT）
辞令交付式が町長室で行われました。今回辞令交付
を受けたのは、アメリカのテネシー州出身でアメリ
カの大学を卒業されたデイヴィス・ネイランドさん
２２歳です。矢祭小学校での活躍が大いに期待され
ます。

今年度から大所帯に
▶矢祭山みどりの少年団結団式

元気に大きく育ちますように
▶稚鮎の放流

新しい ALT の先生に辞令交付
▶小学校英語指導助手辞令交付式

植樹した桜と左から副議長、石澤さん、町長、議長

交通安全啓発品を渡す町長と棚倉警察署長

　４月１１日（月）、町交通対策協議会、棚倉警察署、
交通安全協会矢祭・石井支部による交通事故防止テ
ント村が矢祭駐在所前の国道１１８号で実施されま
した。春の全国交通安全運動の一環として行われた
もので、ドライバーへ安全運転を呼びかけながら啓
発品が配布されました。

ドライバーへ安全運転を呼び掛ける
▶交通安全テント村

毎年のご厚意に感謝して
▶桜記念植樹祭

　４月２５日（月）、矢祭山公園内で 12 回目とな
る桜記念植樹祭が行われました。棚倉町在住の石澤
籌子さんの毎年のご厚意による寄付をもとに、町観
光協会が購入した紅しだれ桜を２本公園内に植樹し
ました。植樹には、古張町長、鈴木議長、藤田副議
長、石澤さんが参加し苗木に土をかけました。

矢祭中学校へ入学した新入生たち

担任の先生の呼名に返事をする園児たち

　４月８日（金）、やまつりこども園幼児教育部入
園式が行われました。今年度幼児教育部へ入園した
のは、3歳児３３人、4歳児３人の３６人で、進級
した４歳児・５歳児と合わせて園児数は１３１人に
なりました。式では、担任の先生の呼名に対して、
新入園児たちが元気な声で返事をしていました。

今日から楽しく遊ぼうね　
▶やまつりこども園入園式

　４月６日（水）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で挙行されました。今年の新入生は、男子
２１人、女子２８人の４９人でした。式では、歓迎
のことばを生徒代表の藤井拓人くんが述べ新入生を
歓迎しました。また、新入生代表の高信亜侑美さん
が誓いのことばを述べました。

中学校生活への期待に胸膨らませ
▶矢祭中学校入学式
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　やまつりこども園で 1
歳児の担任をしており
ます。子どもたちの笑
顔に囲まれながら毎日
楽しく仕事をしており

ます。ご迷惑をおかけするかと思いますが、
笑顔で一生懸命頑張りますのでよろしくお
願いいたします。

やまつりこども園

中
な か ざ わ み ほ

澤美穂

町　

職　

員　

人　

事　

異　

動

　はじめまして。４月
よりやまつりこども園
の保育士として、０歳
児ひよこ組の担任とな
りました。経験が浅い
部分もありますが、笑顔を大切に子ども
たちと一緒に成長していきたいと思って
います。よろしくお願いいたします。

やまつりこども園

加
か と う ち ひ ろ

藤千尋

　子どもだけではなく
保護者や地域の方々と
も関りを持ち、信頼関
係を築いていきたいと
思います。やまつりこ
ども園が笑顔の絶えない明るい園になる
ように精一杯頑張りますので、よろしく
お願いします。

やまつりこども園

大
お お か わ ら み き

河原美希

町民福祉課

緑
みどりかわしのぶ

川忍
　一日でも早く担当する
業務に慣れ、町民の皆様
のお力になれるよう頑
張って参ります。中央公
民館内で業務に当たって
おりますので、お越しの際には、お気軽にお
声かけください。どうぞよろしくお願いいた
します。

教育課

渡
わ た な べ あ ん な

邉安奈

　今年度、２歳児ぺん
ぎんしろ組の担任にな
りました。３月に郡山
女子大学短期大学部幼
児教育学科を卒業した

ばかりで、経験が浅くご迷惑をおかけする
かと思いますが、これからよろしくお願い
いたします。

やまつりこども園

八
やし ろ め ぐ み

代萌

Ｎ
ｅ
ｗ　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

M
iho　

N
akazaw

a

M
egum

i　

Yashiro

Anna　

W
atanabe

平
成
28
年
４
月
１
日
付

採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
１
日
付

【
課
長
職
】
▼
自
立
総
務
課
長
…
菊
池
嘉
宣
（
町

民
福
祉
課
長
）
／
町
民
福
祉
課
長
…
寺
島
正
一

（
議
会
事
務
局
長
）
／
会
計
管
理
者
…
片
野
順

子
（
町
民
福
祉
課
主
幹
兼
町
民
グ
ル
ー
プ
長
）

／
議
会
事
務
局
長
…
石
井
公
子
（
町
民
福
祉
課

主
幹
兼
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▼
自
立
総
務
課
主
任
主

査
兼
総
務
グ
ル
ー
プ
長
…
大
木
崇
嗣
（
町
民
福

祉
課
主
任
主
査
兼
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
長
）
／

町
民
福
祉
課
主
幹
兼
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
長
…

陳
野
勝
美（
事
業
課
主
幹
兼
産
業
グ
ル
ー
プ
長
）

／
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
兼
町
民
グ
ル
ー
プ
長

…
深
谷
義
典
（
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
）
／
町

民
福
祉
課
主
任
主
査
兼
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
…
緑

川
大
輔
（
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
）
／
事
業
課

主
幹
兼
産
業
グ
ル
ー
プ
長
…
大
森
秀
一
（
自
立

総
務
課
主
幹
）
／
教
育
委
員
会
教
育
課
主
幹
兼

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
長
…
菊
池
基
之
（
教
育
委

員
会
教
育
課
主
幹
）

【
係
員
】
▼
自
立
総
務
課
主
事
…
鈴
木
雅
人
（
事

業
課
主
事
）
／
町
民
福
祉
課
主
任
主
事
…
中
野

義
洋
（
事
業
課
主
任
主
事
）
／
町
民
福
祉
課
主

事
…
金
澤
芙
美
加
（
自
立
総
務
課
主
事
）
／
事

業
課
主
事
…
菊
池
紀
文
（
教
育
委
員
会
教
育
課

主
事
）

【
新
採
用
】
▼
町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
保

健
師
…
緑
川
忍
／
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学

習
グ
ル
ー
プ
学
芸
員
…
渡
邉
安
奈
／
や
ま
つ
り

こ
ど
も
園
教
諭
…
大
河
原
美
希
／
や
ま
つ
り
こ

ど
も
園
保
育
士
…
中
澤
美
穂
／
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
保
育
士
…
加
藤
千
尋
／
や
ま
つ
り
こ
ど
も

園
保
育
士
…
八
代
萌

平
成
28
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】
▼
自
立
総
務
課
長
…
益
子
芳
雄
／
会

計
管
理
者
…
緑
川
宏
子
／
自
立
総
務
課
主
幹
兼

総
務
グ
ル
ー
プ
長
…
片
野
か
よ
子
／
教
育
委
員

会
教
育
課
主
幹
兼
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
長
…
角

田
良
子
／
町
民
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ
保
健
師

…
矢
吹
優
子

　保健師として働ける
こと、大変嬉しく思っ
ています。古殿町より
通っていますので、業
務だけでなく矢祭町の
ことも勉強し、町民の皆様の健康な生活を
サポート出来るよう努めていきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

Shinobu　

M
idorikaw

a
Chihiro　

Katou

M
iki　

O
okaw

ara
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こ
の
度
、
四
月
の
初
議
会
に

お
い
て
議
員
の
皆
様
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
ま
す
と
と
も
に
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
づ
く
り
は
、
地
方

創
生
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
参
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
は
市
町
村
合
併
を
し
な
い
宣
言
以
来
、
志
高
く
改
革
を
進

め
、
町
・
議
会
・
町
民
が
一
体
と
な
り
豊
か
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
議
員
全
員
、
町
民
の
幸
せ
向
上
の
た

め
、
町
執
行
部
と
と
も
に
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
町
民
の
願
い
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
矢
祭
町
の

更
な
る
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

10

　

定
数

名
中
６
名
が
新
た
に
議
員
と
な
り
、
新
し
い
風
が
吹
く
役
場
議

場
に
お
い
て
、
初
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
議
事
機
関
」
で
あ
る
町

議
会
と
「
執
行
機
関
」
で
あ
る
町
長
や
教
育
委
員
会
は
、
相
互
に
抑
制
と

均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
矢
祭
町
の
発
展
と
進
む
べ
き
路
を
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
初
議
会
に
お
い
て
、
年
長
者
の
佐
川
正
一
郎
議
員
を
臨
時
議
長

と
し
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
鈴
木
敏
男
議
員
が
議
長
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
構
成
も
決
定
し
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
の
町
政
発

展
へ
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

４　鈴木敏男　⑥　大垬

議
長
就
任
挨
拶

議長に鈴木敏男議員　　　

　　　　副議長に藤田玄夫議員

　

４
月
５
日
、
改
選
後
の
初
議
会
が
招
集
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
や
常

任
委
員
会
な
ど
の
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。



21

　

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
平
成
13

年
10
月
31
日
「
市
町
村
合
併
を

し
な
い
矢
祭
町
宣
言
」
以
来
、

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
自
立

す
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

民
・
町
議
会
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
参
っ
た
行
財
政

改
革
を
更
に
推
進
し
、
自
信
と

誇
り
を
持
ち
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
「
自
立

す
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

町
民
皆
様
の
生
活
に
不
可
欠
な

各
種
施
策
を
重
点
選
別
主
義
に

よ
り
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

基
本
方
針
は
、
収
支
均
衡
を

保
持
し
つ
つ
健
全
財
政
の
堅
持

に
努
め
る
と
共
に
、
第
５
次
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

り
、
新
し
い
基
本
目
標
で
あ
り

ま
す
「
人
が
輝
き　

ま
ち
が
輝

き　

明
日
に
輝
く　

や
ま
つ
り

町
」
を
高
く
掲
げ
、
こ
の
実
現

の
た
め
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

私
の
町
政
担
当
３
期
目
の
最
重

点
事
業
で
あ
り
ま
す
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
と
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
定
住
促
進
の
た
め
の
町

立
社
会
人
大
学
の
設
立
、
合
併

60
周
年
記
念
事
業
、
大
規
模
災

害
避
難
所
整
備
事
業
と
し
て
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事

業
、
地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い
拠

点
事
業
の
開
始
、
町
内
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
、
消
防
屯
所

整
備
事
業
、
金
沢
地
区
里
山
再

生
事
業
、
商
店
版
改
良
支
援
事

業
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、

空
き
家
対
策
事
業
、
町
道
道
坂

線
改
良
事
業
、
小
・
中
学
校
入

学
支
援
運
動
着
等
支
給
事
業
等

を
実
施
し
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、
農
・

林
業
施
設
整
備
事
業
、
矢
祭
小

学
校
建
設
事
業
、
遺
跡
調
査
発

掘
事
業
、
安
全
で
良
質
な
水
を

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
簡

易
水
道
事
業
か
ら
上
水
道
事
業

へ
移
行
し
、
配
水
管
を
石
綿
管

か
ら
Ｖ
Ｐ
管
へ
の
布
設
替
え
す

る
基
幹
改
良
事
業
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た

め
の
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、

こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
給
食

費
の
負
担
軽
減
や
通
学
費
助

成
、
昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い

家
庭
の
た
め
の
預
か
り
保
育
、

小
学
校
の
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
英
語
・
数
学
の
コ
ー
ス
別
授

業
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
以
外
で
は
、
個

人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進

し
、
合
わ
せ
て
町
内
建
築
業
者

の
仕
事
を
確
保
す
る
個
人
住
宅

改
良
支
援
事
業
や
農
作
物
の
被

害
を
減
少
さ
せ
る
有
害
狩
猟
鳥

獣
対
策
支
援
員
配
置
事
業
、
65

歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
の
た

め
の
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
と

し
て
の
高
齢
者
温
泉
サ
ロ
ン
等

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

食
の
安
全
・
安
心
の
情
報
発
信
、

観
光
風
評
被
害
対
策
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

更
に
、
県
営
事
業
で
は
、
国

道
３
４
９
号
下
関
工
区
・
小
田

川
２
工
区
、
農
免
農
道
中
石
井

２
期
地
区
・
基
幹
農
道
中
石
井

３
期
地
区
の
事
業
促
進
及
び
県

道
石
井
・
大
子
線
、
県
道
下
関

河
内
・
小
生
瀬
線
が
早
期
に
事

業
採
択
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き

県
当
局
へ
強
力
に
要
望
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
目
線
に
立

ち
、
町
民
皆
様
の
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
の
た
め
、
議
員
の

皆
様
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
議

会
と
協
調
し
な
が
ら
、
郷
土
矢

祭
町
発
展
の
た
め
に
全
力
を
上

げ
て
町
政
運
営
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

町

長

施

政

方

針
（

要

旨

）
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議員紹介

副
議
長

議
員

第２回定例会
３月７日～11日

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

52
億
３
，７
０
０
万
円
等
を
可
決
！ 

農
業
委
員
会
委
員
11
名
任
命
同
意
。

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
は
一
般
質
問
で

議
員
５
名
が
登
壇
し
、
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
日
目
は
、
予
算
特
別
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
条
例
の
制
定
12
件
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
12
件
、
条
例
の
廃
止
３
件
、
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
及
び
変
更
１
件
、
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
７
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計

予
算
９
件
の
合
計
44
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と

し
て
、
人
事
案
件
11
件
、
意
見
書
３
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委

員

長
　
　

郡
　

司
　

浩
　

子

　

副
委
員
長
　
　

佐
　

川
　

正
一
郎

　

委
　
　

員
　
　

緑
　

川
　

裕
　

之

　
　
　
　
　
　
　

鈴
　

木
　

正
　

美

　
　
　
　
　
　
　

藤
　

田
　

玄
　

夫

産
業
常
任
委
員
会

　

委

員

長
　
　

鈴
　

木
　
　
　

一

　

副
委
員
長
　
　

青
　

砥
　

安
　

彦

　

委
　
　

員
　
　

本
　

多
　

勇
　

也

　
　
　
　
　
　
　

菊
　

池
　

淳
　

之

　
　
　
　
　
　
　

鈴
　

木
　

敏
　

男

議
会
運
営
委
員
会

　

委

員

長
　
　

佐
　

川
　

正
一
郎

　

副
委
員
長
　
　

菊
　

池
　

淳
　

之

　

委
　
　

員
　
　

緑
　

川
　

裕
　

之

　
　
　
　
　
　
　

鈴
　

木
　

正
　

美

一
部
事
務
組
合

　

◆
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

敏　

男

　
　
　
　
　
　
　

藤　

田　

玄　

夫

　

◆
東
白
衛
生
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　

本
　

多
　

勇
　

也

　
　
　
　
　
　
　

鈴
　

木
　

正
　

美

※議席番号・氏名・当選回数
　・大字名（敬称略）
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員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

26
号
）

　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
27
号
）

　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
28
号
）

　

平
成
28
年
４
月
の
小
学
校
統

廃
合
に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
廃
止
（
議
案
第
29
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
か
ら
上
水
道

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
簡
易
水
道
事
業
布
設

工
事
監
督
者
が
監
督
業
務
を
行

う
水
道
の
布
設
工
事
、
布
設
工

事
監
督
者
の
資
格
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条

例
の
廃
止
（
議
案
第
30
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
か
ら
上
水
道

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
飲
料
水
供
給
施
設
設

置
条
例
の
廃
止（
議
案
第
31
号
）

　

上
水
道
事
業
に
移
行
す
る
こ
と

に
伴
い
、廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
及
び
変
更（
議
案
第
32
号
）

　

高
山
辺
地
及
び
茗
荷
辺
地
の

計
画
策
定
と
高
野
谷
地
辺
地
の

変
更
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
辺

地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
の
た
め
財
政
上
の
特
別
措

置
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
33
号
）

　

今
年
度
の
各
事
業
の
確
定
及

び
矢
祭
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

・
プ
ー
ル
等
の
建
設
工
事
が
、

平
成
28
年
度
に
工
期
延
長
す
る

こ
と
に
伴
う
工
事
費
等
の
減
等

が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
34
号
）

　

保
険
給
付
費
等
の
確
定
に
よ

る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
35
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
36
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（

議
案
第
37
号
）

　

事
業
費
の
確
定
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
38
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
39
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
等
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
40
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
41
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
（

議
案
第
42
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
43
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
農
業
集
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当
初
予
算
総
額
は
52
億
３
，

７
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
51
億
７
，
０
０
０
万

円
と
比
較
し
て
６
，
７
０
０
万

円
の
増
で
、
率
に
致
し
ま
し
て

１
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
、
10
年
に
お
い
て
当
初
予

算
額
と
し
て
は
最
高
額
で
あ
り

ま
す
。

◎
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
５
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
28
年
度
か
ら
人
事
評

価
制
度
の
導
入
が
義
務
付
け
ら

れ
た
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

◎
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る

条
例
（
議
案
第
６
号
）　

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
、
職
員
の
退
職
管
理
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
行
政
不
服
審
査
会
条

例
（
議
案
第
７
号
）　

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
面
改

正
に
伴
い
、
行
政
不
服
審
査
会

の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
行
政
不
服
審
査
法
関

係
手
数
料
条
例（
議
案
第
８
号
）

　

行
政
処
分
に
対
す
る
審
査
請

求
者
が
資
料
の
交
付
を
受
け
る

際
の
手
数
料
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
二
・
三
世
代
同
居
等

支
援
事
業
に
係
る
新
築
住
宅
等

の
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
（
議
案
第
９
号
）

　

親
と
子
及
び
孫
が
同
居
す
る

た
め
新
築
等
を
す
る
場
合
の
固

定
資
産
税
を
軽
減
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
代
の
居
住
環
境

の
充
実
と
定
住
人
口
の
増
加
を

目
指
す
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例（
議
案
第
10
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
か
ら
上
水
道

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
給
水
条
例

（
議
案
第
11
号
）

　

水
道
料
金
及
び
給
水
工
事
の

費
用
負
担
等
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
企
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
（
議
案
第
12
号
）

　

水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与

及
び
基
準
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
布
設
工
事

監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者

に
関
す
る
条
例（
議
案
第
13
号
）

　

新
た
に
水
道
事
業
布
設
工
事

監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア

整
備
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例

（
議
案
第
14
号
）

　

携
帯
電
話
の
無
線
通
信
施
設

利
用
者
の
電
気
通
信
事
業
者
か

ら
分
担
金
等
を
徴
収
す
る
こ
と

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
携
帯
電
話
基
地
局
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
15
号
）

　

新
し
く
設
置
す
る
携
帯
電
話

基
地
局
の
設
置
及
び
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
消
防
施
設
整
備
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
（
議
案
第
16

号
）

　

消
防
屯
所
を
建
設
す
る
際
の

地
元
分
担
金
の
額
や
徴
収
方
法

等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
17
号
）

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
長
及
び

矢
祭
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
長
等
の
報
酬
を
定
め
る
た

め
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
18
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
給
与

勧
告
に
準
じ
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関

す
る
条
例
（
議
案
第
19
号
）

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
面
改

正
に
伴
い
、
法
番
号
の
変
更
等

の
改
正
を
行
う
た
め
、
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
20
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
全
面

改
正
に
伴
い
、
報
告
事
項
に
職

員
の
退
職
管
理
等
を
加
え
る
た

め
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
21

号
）

　

再
任
用
短
時
間
職
員
の
勤
務

時
間
及
び
週
休
日
の
規
定
を
定

め
る
た
め
、
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
22
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
降
任
の
文
言
を
追
加

す
る
た
め
、
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
23
号
）

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
伴

い
、
町
民
税
及
び
特
別
土
地
保

有
税
の
減
免
等
に
係
る
個
人
番

号
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
見
直

す
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
24
号
）

　

基
金
の
利
子
積
立
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
25
号
）

　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴

い
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

そ　

の　

他

当

初

予

算

補

正

予

算

平成２７年度各会計別予算補正状況（３月第２回定例会）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,503,917 △ 1,038,936 4,464,981

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 849,078  9,389 858,467

水 道 事 業 282,062 △ 18,277 263,785

工場団地造成事業 6,448 0 6,448

宅 地 造 成 事 業 6,751 △ 5,000 1,751

介 護 保 険 570,187 917 571,104

後期高齢者医療保険 131,309 53 131,362

（単位：千円）

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

条　
　

例

平成２８年度各会計別当初予算状況 （単位：千円）

会　計　名 28年度予算額 27年度予算額 伸 び 率

一 般 会 計 5,237,000 5,170,000 1.3％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 813,754 848,757 △ 4.1％

水 道 事 業 0 243,526 △ 100.0％

工 場 団 地 造 成 事 業 3,299 4,810 △ 31.4％

宅 地 造 成 事 業 7,001 6,502  7.7％

農業集落排水処理事業 31,000 29,000 6.9％

介 護 保 険 520,715 516,550 0.8％

後期高齢者医療保険 134,911 127,713 5.6％

霊 園 事 業 700 750 △ 6.7％

水道事業 （単位：千円）

項　　　目 28年度予算額 27年度予算額 伸 び 率

収 益 的 収 入 154,906 ― ―

収 益 的 支 出 133,079 ― ―

資 本 的 収 入 160,821 ― ―

資 本 的 支 出 180,498 ― ―

※平成 28年度より企業会計
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◎
専
決
第
１
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
号
）

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に

よ
る
間
伐
材
の
運
搬
経
費
及
び

販
売
手
数
料
に
係
る
経
費
が
主

な
内
容
で
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の

で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◎
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

第
４
次
矢
祭
町
総
合
計
画

が
今
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
、
新
た
に
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
た
め
、
矢

祭
町
自
治
基
本
条
例
第
４
条
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
小
学
校
体

育
館
・
プ
ー
ル
新
築
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結
（
議
案
第
３

号
）

　

平
成
27
年
６
月
12
日
議
会
の

議
決
を
得
て
契
約
締
結
し
た
、

平
成
27
年
度
矢
祭
小
学
校
体
育

館
・
プ
ー
ル
新
築
工
事
の
工
事

請
負
変
更
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
変
更
前
工
事
請
負
金
額

６
１
０
，
２
０
０
，
０
０
０
円

○
変
更
後
工
事
請
負
金
額

６
２
３
，
５
０
０
，
２
０
０
円

○
変
更
に
よ
る
工
事
請
負
金
額

増
１
３
，
３
０
０
，
２
０
０
円

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
４
号
）

　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

に
係
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
端
末

導
入
経
費
、
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
に
係
る
委
託
料
、
耐
震

性
貯
水
槽
設
置
工
事
費
、
矢
祭

小
学
校
の
全
児
童
及
び
中
学
校

の
新
入
学
生
徒
に
運
動
着
等
を

支
給
す
る
た
め
の
経
費
、
矢
祭

小
学
校
建
設
に
伴
う
開
発
許
可

行
為
変
更
申
請
及
び
完
了
報
告

業
務
委
託
料
の
増
額
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。
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落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
44
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
45

号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
46
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
47

号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
予
算
（
議
案
第
48
号
）

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
49
号
か
ら
59
号
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
数

の
充
実
・
確
保
の
た
め
の
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

福
島
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　

角　

田　

政　

志

紹
介
議
員　

郡　

司　

浩　

子

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合
会

　
　

議
長　

陣　

野　

一　

弥

紹
介
議
員　

緑　

川　
　
　

進

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請

願請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合
会

　
　

議
長　

陣　

野　

一　

弥

紹
介
議
員　

藤　

田　

玄　

夫

審
査
結
果　
　

採　
　

択

◎
高
野
谷
地
区
長
増
子
伸
義
外

役
員
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま

し
た
。

○
第
一
分
団
第
十
六
班
（
高
野

谷
地
区
）
屯
所
新
築
の
陳
情

◎
大
阪
府
東
大
阪
市
六
万
寺
町

３
―
12
―
33 

軽
度
外
傷
性
脳

損
傷
仲
間
の
会
代
表
藤
本
久
美

子
さ
ん
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り

ま
し
た
。

○
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
そ
の

危
険
性
や
予
後
の
相
談
の
出
来

る
窓
口
な
ど
の
設
置
を
求
め
る

陳
情

◎
滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
会
長

富
永
盛
彦
外
役
員
よ
り
次
の
陳

情
が
あ
り
ま
し
た
。

滝
川
地
区
全
体

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改
良

下
関
河
内
区

○
ト
キ
ノ
ス
堰
の
修
繕
と
用
水

路
の
確
保

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線
、

日
渡
地
内
の
段
差
の
解
消

○
寺
沢
地
内
の
水
路
の
段
差
の

解
消

○
国
道
３
４
９
号
、
宮
脇
地
内

の
側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
解

消上
関
河
内
区

○
表
木
地
区
の
お
墓
の
参
道
の

整
備

○
一
級
河
川
小
田
川
の
上
町
地

内
の
土
砂
の
除
去

○
十
文
字
地
内
側
溝
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
交
換

大
垬
区

○
町
道
大
垬
線
、
上
町
地
内
法

面
の
木
の
伐
採
と
土
砂
の
除
去

○
林
道
滝
川
西
線
の
道
路
補
修

と
法
面
の
木
の
伐
採

○
町
道
道
清
西
線
の
舗
装
の
補

修高
山
区

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線

の
改
良

○
海
老
根
地
内
、
ふ
れ
あ
い
農

道
と
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬

線
の
Ｔ
字
路
の
道
路
改
良

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線
、

福
住
地
内
の
橋
の
拡
幅

○
保
木
山
地
内
、
一
級
河
川
小

田
川
の
土
砂
の
除
去

下
関
河
内
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
バ
ス
停
の
整
備

◎
白
河
市
道
場
町
46-

２
白
河

地
方
労
働
組
合
総
連
合
議
長 

河
原
一
夫
さ
ん
よ
り
次
の
陳
情

が
あ
り
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書

○
労
働
時
間
と
解
雇
の
規
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

○
安
全
保
障
関
連
２
法
（
国
際

平
和
支
援
法
、
平
和
安
全
法
制

整
備
法
）
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書

○
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
数

の
充
実
・
確
保
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
意
見
書
（
発
議
第

２
号
）

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
３
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
３
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。請願・陳情について

　請願、陳情はその取扱いを議会運営委員

会で協議します。６月定例会に請願、陳情

をされる方は平成２８年５月２７日までに提

出願います。

そ　

の　

他

契　
　

約

補

正

予

算

平成２７年度一般会計予算補正状況（２月第１回臨時会）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,482,874 21,043 5,503,917

第

３

回

臨

時

議

会

　

平
成
28
年
第
３
回
臨
時
議
会
は
、
３
月
30
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定
１
件
、
平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
６
件
、
人
事
案
件

１
件
の
合
計
10
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

意　

見　

書

第

１

回

臨

時

議

会

請　
　
　

願

請
願
・
陳
情

陳　
　

情

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
議
会
は
、
２
月
５
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
報
告
、
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
の
策
定
、
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結
、
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
の
４
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

◎
専
決
第
２
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
60
号
）

　

あ
ゆ
の
つ
り
橋
補
修
工
事
費

に
不
足
が
生
じ
た
た
め
の
増
額

に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
、

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分

を
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

報　
　
　

告

平成２７年度一般会計予算補正状況（専決第１号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,471,829 11,045 5,482,874

人

事

案

件

報　
　
　

告

平成２７年度一般会計予算補正状況（専決第２号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,464,981 0 4,464,981



　
　

一
大
事
業
で
あ
り
、
公
約

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
工
期
に
作

り
上
げ
る
と
の
信
念
で
し
た

が
、
こ
の
政
治
手
腕
が
町
民
に

与
え
た
失
望
と
不
信
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

福
島
県
の
今
の
状
況
を
見
ま

す
と
ま
ず
人
手
が
な
い
と
。
そ

れ
と
地
盤
に
軟
弱
地
盤
が
あ
り

非
常
に
基
礎
固
め
に
難
航
し
た

と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
大
き
な

原
因
で
あ
り
ま
す
。

　
　

最
初
か
ら
工
期
が
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
３
者
、
工
事
責
任
者
・
発

注
者
・
監
理
者
か
ら
き
っ
ち
り

し
た
説
明
責
任
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
事
由
に
よ
っ
て
は
損
害

金
の
請
求
を
き
ち
ん
と
し
た
形

で
報
告
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　

町
長

　

軟
弱
地
盤
、
そ
れ
と
現
在
の

福
島
県
に
お
け
る
経
済
状
況
、

労
働
状
況
、
そ
う
し
た
も
の
を

考
え
ま
す
と
一
概
に
工
期
の
遅

れ
に
対
す
る
損
害
金
の
請
求
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

当
然
、
工
期
内
完
了
と
い
う

の
が
一
つ
の
目
安
で
あ
る
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ン
サ

ル
も
同
席
し
て
、
工
期
内
完
成

を
目
標
と
し
た
進
捗
管
理
を

行
っ
て
い
る
中
、
ど
う
し
て
も

無
理
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
協
議
を
行
い
、
最
終
的
に
は

工
期
を
伸
ば
す
形
で
完
成
を
図

ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
同
意
し
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

教
科
書
以
外
の
学
力
向
上

に
不
可
欠
な
ド
リ
ル
・
テ
ス
ト

な
ど
町
で
負
担
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
理
解
を
し
て

い
ま
す
。
学
校
の
方
に
も
で
き

る
だ
け
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

な
る
よ
う
に
今
後
と
も
指
導
し

て
参
り
た
い
と
そ
の
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

Ｄ
ｒ
ヘ
リ
の
利
用
状
況
と

現
在
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
場
所
の

状
況
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
い

ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

平
成
27
年
度
は
５
回
、
平
成

26
年
度
は
３
回
、
平
成
25
年
度

は
１
回
で
す
。ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、

東
橋
の
下
流
側
、
河
川
敷
の
中

で
、
年
間
何
回
か
増
水
で
水
に

浸
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
他

に
も
矢
祭
中
、
下
関
河
内
小
、

内
川
小
、
東
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

指
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

米
の
全
袋
検
査
費
残
金

で
、
そ
ば
コ
ン
バ
イ
ン
２
台
を

購
入
し
た
の
は
間
違
い
な
い
の

か
ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

前
回
の
答
弁
の
中
で
説
明
し

き
れ
な
い
点
を
補
足
い
た
し
ま

す
。
米
の
全
袋
検
査
に
関
す
る

町
の
収
入
に
関
し
ま
し
て
は
、

一
袋
い
く
ら
と
い
う
委
託
契
約

で
収
入
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

制
度
上
、
収
入
は
適
正
な
収
入

と
し
て
完
結
し
て
い
る
と
い
う

点
、
説
明
が
漏
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
点
を
補
足
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
上
で
、

な
お
、
理
屈
上
、
収
支
差
と
い

う
も
の
が
観
念
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
当
時
、
そ
れ
ら
を
農

業
振
興
に
費
や
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
、
一
つ
の
例
示
と
し
て

そ
ば
・
大
豆
の
コ
ン
バ
イ
ン
発

言
は
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
県
の
指
導
で
は
風

評
対
策
等
の
よ
り
限
定
さ
れ
た

目
的
に
費
や
す
べ
き
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の
発
言

は
不
適
切
で
あ
り
、
こ
の
場
で

撤
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

米
の
全
袋
検
査
料
と
し
て

一
袋
４
３
３
円
で
す
よ
と
県
か

ら
来
た
の
だ
か
ら
１
袋
２
０
０

円
、
２
５
０
円
に
設
定
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。
か
か
っ
た
経
費
を
差
し
引

い
た
残
り
は
全
部
生
産
者
に
戻

す
べ
き
が
普
通
の
考
え
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

農
家
に
戻
す
と
い
う
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
理
解
し
か
ね
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
金

は
県
の
協
議
会
か
ら
町
の
協
議

会
に
検
査
費
用
と
し
て
渡
さ
れ

て
い
る
お
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
追
加
的
に
か
か
っ

た
費
用
相
当
分
と
し
て
農
家
に

お
支
払
い
す
る
の
は
、
当
然
か

と
思
い
ま
す
が
、
差
額
が
出
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
当
然

農
家
の
取
り
分
だ
と
い
う
考
え

方
に
は
な
ら
な
い
か
な
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。

答

27 26

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
特
別
会
計

条
例
の
廃
止
（
議
案
第
61
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
か
ら
上
水
道

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
策
定
（
議
案
第
62
号
）

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
63
号
）

　

各
事
業
費
の
確
定
、
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
等
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
64
号
）

　

保
険
給
付
費
等
の
確
定
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
65
号
）

　

年
度
末
の
事
業
費
の
確
定
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
66
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
歳
出
の
確

定
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
67
号
）

　

年
度
末
に
お
け
る
保
険
給
付

費
等
の
確
定
が
主
な
補
正
の
内

容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
68
号
）

　

霊
園
永
代
使
用
料
の
確
定
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
69
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に

冨　

永　

美
智
子　

氏

　

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員
の
選
任(

議
案
第

74
号)

　

地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

監
査
委
員
に

緑　

川　

裕　

之　

氏

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
第
３
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
70
号
）

◎
専
決
第
４
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算(

議
案
第
71
号)

◎
専
決
第
５
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

議
案
第
72
号)

◎
専
決
第
６
号　

平
成
27
年
度

矢
祭
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

議
案
第

73
号)

　

い
ず
れ
の
会
計
も
、
年
度
末

に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
確
定

等
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の

で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

答 問

問

質
問　

矢
祭
小
学
校
建
設
事
業

に
つ
い
て

菊池淳之議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
日
の
１
日
間
行
わ
れ
、
５
議
員
が

登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

（
通
告
順
）

教
育
・
福
祉
・
一
般
行
政

答

質
問　

国
語
テ
ス
ト
、
算
数

ド
リ
ル
な
ど
、
保
護
者
負
担

で
は
な
く
義
務
教
育
費
の
軽

減
に
つ
い
て

問

答

答 問

問

答質
問　

Ｄ
ｒ
ヘ
リ
発
着
場
管

理
、
運
営
状
況
と
現
在
の
立

地
条
件
に
つ
い
て

問

答

質
問　

そ
ば
コ
ン
バ
イ
ン
購
入

事
業
と
米
の
全
袋
検
査
立
会
料

残
金
の
関
わ
り
に
つ
い
て

人

事

案

件

※任期は平成 28 年３月 30 日から
　平成 31 年５月 12 日まで。

第

４

回

臨

時

議

会

報　
　
　

告

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
議
会
と
な
る
平
成
28
年
第
４
回
臨
時
会

は
、
４
月
５
日
午
前
10
時
に
招
集
さ
れ
、
正
副
議
長
及
び
各
常
任
委

員
会
委
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
４
件
、
人
事
案
件
１
件
の

合
計
５
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

平成２７年度各会計別予算補正状況（専決３号～専決６号）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,583,379 509 4,583,888

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 863,449 0 863,449

水 道 事 業 263,469 432 263,901

後期高齢者医療保険 131,362 △ 985 130,377

（単位：千円）

人

事

案

件

平成２７年度各会計別予算補正状況（３月第３回臨時会）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,464,981 118,398 4,583,379

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 858,467 4,982 863,449

水 道 事 業 263,785 △ 316 263,469

農業集落排水処理事業 30,669 0 30,669

介 護 保 険 571,104 3,827 574,931

霊 園 事 業 1,373 △ 525 848

（単位：千円）

条　
　
　

例

そ　

の　

他

補

正

予

算



に
完
成
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
　

女
子
専
用
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
先
の
議
会
で
も
質
問
し
ま

し
た
が
、
今
の
ま
ま
し
ば
ら
く

様
子
を
見
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
使
用
人
数
は
大
分
少
な
い

の
で
す
が
、
町
長
の
言
う
投
資

効
果
こ
れ
ら
は
ど
う
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

既
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

来
る
方
の
利
便
性
の
向
上
性
や

い
い
環
境
で
の
使
用
、
そ
う
し

た
も
の
を
今
後
も
維
持
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

誰
に
聞
い
て
も
何
人
に
聞

い
て
も
今
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ

と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
何
か
考

え
や
善
処
策
は
な
い
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
ト
イ
レ
と

し
て
の
利
用
以
外
に
も
、
観
光

案
内
の
拠
点
と
し
て
、
観
光

コ
ー
ス
の
案
内
等
の
役
割
を
担

う
と
い
う
方
向
で
も
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。
数
値
に
表
れ
て

い
な
い
と
い
う
ご
指
摘
は
、
真

摯
に
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
う
い
っ
た
問
題
意
識

は
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
　

４
年
間
に
亘
っ
て
質
問
し

て
き
ま
し
た
が
、
町
長
と
の
考

え
方
が
え
ら
く
違
い
ま
す
。
今

ま
で
の
質
問
と
重
複
す
る
処
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
主

だ
っ
た
点
を
挙
げ
て
み
ま
す
と

舘
山
の
展
望
台
の
修
繕
費
で
す

が
、
耐
用
年
数
40
年
の
施
設
を

20
年
位
し
か
使
わ
な
い
で
放
置

し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
、
利
用
者
が
少
な
い
か

ら
閉
鎖
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

維
持
す
る
た
め
に
錆
等
を
落
と

し
て
長
く
使
え
る
よ
う
に
現
在

検
討
中
で
す
。
十
分
内
部
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
今

す
ぐ
着
手
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
の
位
、
利
用
が
見

込
め
る
の
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　

私
が
思
う
の
は
、
町
の
ど

ん
な
施
設
も
大
切
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
ん
で
す
。
町
長
が
良

い
考
え
が
浮
か
ば
な
い
か
ら
あ

な
た
は
ど
う
な
ん
で
す
か
と
い

う
言
い
方
あ
り
ま
す
か
。
女
性

専
用
ト
イ
レ
も
同
じ
で
何
故
対

応
し
な
か
っ
た
の
か
、
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

当
時
は
、
か
な
り
利
用
者
も

あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、利
用
者
が
無
く
な
り
、

前
の
任
期
の
議
員
か
ら
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
利
用
価
値
が

無
い
ん
だ
か
ら
鉄
く
ず
と
し
て

廃
棄
し
て
は
ど
う
か
と
の
質
問

が
あ
り
、
県
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
鉄
骨
で
補
助
期
間
内

で
あ
り
、
耐
用
年
数
が
あ
る
か

ら
取
壊
し
は
相
成
ら
ん
と
答
弁

を
頂
い
て
維
持
管
理
は
し
て
お

り
ま
す
。
開
放
し
て
い
な
い
だ

け
で
あ
り
ま
す
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
の
20

ペ
ー
ジ
に
、
矢
祭
町
の
将
来
像

と
い
う
項
目
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
大
切
に

す
る
福
祉
の
町
が
一
番
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
第
５
次
計
画
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
大
切
に

す
る
施
策
と
し
て
何
が
あ
る
か

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

40
％
を
超
え
る
方
が
福
祉

の
町
づ
く
り
を
望
ん
で
い
ま

す
。
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
予
防
事
業
、
経
費
老
人
ホ
ー

ム
、
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
買
い
物
支
援
対
策
等
、
そ

れ
な
り
の
事
業
を
計
画
に
網
羅

し
ま
し
た
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
の
町
民

へ
の
周
知
の
件
、
概
要
版
の
配

布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
時

期
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
何
ら
か

の
形
で
周
知
す
る
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
概
要
版
は
作
成

し
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

載
、
い
ず
れ
も
早
期
に
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

第
５
次
計
画
が
４
月
１
日

に
ス
タ
ー
ト
す
る
、
早
期
に
町

民
へ
の
周
知
徹
底
を
要
望
し
た

い
。
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が

常
時
あ
り
ま
す
が
、
５
年
間
に

建
設
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
町
民
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

待
機
者
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム

79
人
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
１
人
。
現

在
、
増
床
の
計
画
は
し
な
い
と

い
う
考
え
で
す
。

　
　

特
養
ホ
ー
ム
に
80
人
の
方

が
待
機
者
と
し
て
い
る
中
で
、

１
床
も
増
や
さ
な
い
総
合
計
画

は
如
何
な
も
の
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
再
度
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

特
養
ホ
ー
ム
で
は
、
大
体
20

人
程
度
は
入
れ
か
え
と
い
う
形

で
、
他
施
設
へ
の
重
複
申
込
者

を
考
慮
す
る
と
実
質
待
機
者

は
、
そ
れ
ほ
ど
の
数
で
は
な
い

と
推
定
し
て
お
り
、
今
回
の
計

画
で
は
増
床
の
計
画
は
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

今
回
の
５
年
間
の
計
画
に

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
見
直
し

な
り
、
単
年
度
の
中
で
の
余
地

を
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
活
動
支
援
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年
前
か

ら
開
始
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
実
績
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問 答

答

問

答

答問 問

答問

問

答

問
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統
合
小
学
校
が
開
校
す
る

わ
け
で
す
が
、
開
校
に
向
け
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　
　

教
育
課
長

　

開
校
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
舘
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
を

使
っ
て
行
い
た
い
と
い
う
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
６
日
は

入
学
式
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
入

学
式
の
前
に
行
っ
て
、
入
学
式

に
臨
む
と
い
う
よ
う
な
形
を

取
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
に

つ
い
て
の
詳
細
と
か
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

　
　

教
育
課
長

　

町
が
運
行
す
る
通
学
用
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
路
線
バ
ス
で
対
応
す
る
と
い

う
こ
と
で
基
本
的
に
考
え
て
お

り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
先
月
購
入
い
た
し
ま

し
た
中
型
バ
ス
２
台
で
中
石

井
、
関
岡
の
一
部
、
飯
野
・
天

神
沢
等
を
回
る
ル
ー
ト
と
、
下

石
井
・
戸
塚
ル
ー
ト
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

ど
も
園
の
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
、
下
関
の

一
部
日
渡
地
区
、
山
下
・
高
野
・

関
岡
の
一
部
を
回
る
と
い
う
こ

と
で
、
路
線
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
併
せ
て
主
要
道
路
に
つ
い

て
走
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
お
り
ま
す
。
主
要
道
路
か

ら
外
れ
る
枝
線
の
部
分
の
送
迎

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
町
の

方
で
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
か
そ

う
い
う
考
え
は
持
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
の
不
平
等
の
解
消
の
た
め
に

何
と
か
自
家
用
車
を
利
用
し
た

通
学
に
対
す
る
保
護
者
負
担
の

軽
減
と
い
う
こ
と
で
、
補
助
金

を
そ
こ
に
充
て
が
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

国
道
３
４
９
号
の
改
良
、

早
期
着
工
、
早
期
完
成
を
願
う

声
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
下
関
工
区
、
小
田
川
工

区
の
進
捗
の
来
年
度
28
年
度
の

計
画
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

下
関
工
区
、
第
２
工
区
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
、
用
地
測

量
及
び
遺
跡
発
掘
調
査
を
実
施

し
、
平
成
28
年
度
よ
り
用
地
取

得
の
方
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り

ま
す
。
宝
坂
地
内
の
小
田
川
２

工
区
は
引
き
続
き
28
年
度
も
事

業
進
捗
を
図
っ
て
参
る
と
い
う

よ
う
な
答
え
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　

町
長

　

国
道
３
４
９
号
の
期
成
同
盟

会
と
一
緒
に
知
事
と
土
木
部
長

に
陳
情
は
し
て
い
る
ん
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
福
島

県
は
浜
通
り
、
震
災
復
興
が
最

優
先
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

ま
し
て
、
な
か
な
か
予
算
が

回
っ
て
こ
な
い
と
。
28
年
度
は

中
山
遺
跡
発
掘
調
査
と
多
分
物

件
補
償
に
入
る
ん
で
は
な
い
か

と
、
一
日
も
早
く
全
線
開
通
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い

う
事
業
を
新
規
で
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
詳
細
を
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
で

す
が
、
総
務
省
の
方
で
所
管
し

て
い
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
簡
単
に
申
し
上
げ
れ
ば
、

都
市
部
か
ら
地
方
に
移
住
し
て

活
動
し
た
い
、
起
業
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
若
者
を
応
援
す
る

と
。
主
に
若
者
を
中
心
に
そ
う

い
っ
た
も
の
を
支
援
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
か
か
る
費
用

を
３
年
間
で
人
件
費
・
住
居
借

上
げ
・
事
業
進
捗
に
必
要
な
経

費
、
こ
れ
を
国
の
方
は
特
別
交

付
税
で
見
る
と
い
う
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
お
り
、
最
大
で
年

間
１
人
当
た
り
４
０
０
万
円
と

い
う
よ
う
な
額
が
措
置
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　

去
る
２
月
６
日
に
矢
祭
山

に
行
っ
た
際
に
全
部
で
は
な
い

が
、
枯
れ
た
立
木
等
の
伐
採
や

下
刈
り
も
さ
れ
、
吊
り
橋
が
修

繕
中
で
金
属
部
分
も
塗
装
中
で

し
た
。
た
だ
し
、
点
在
す
る
看

板
は
10
年
も
20
年
も
手
入
れ
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
誰
が
見

て
も
わ
か
る
状
態
で
す
。ま
た
、

国
道
１
１
８
号
沿
い
に
建
っ
て

い
る
街
路
灯
の
鉄
柱
、
看
板
が

茶
色
に
錆
が
ひ
ど
く
文
字
が
読

め
な
い
状
態
で
見
栄
え
が
非
常

に
悪
く
観
光
に
来
る
場
所
で
は

な
い
雰
囲
気
で
す
。
そ
れ
よ
り

も
街
路
灯
が
倒
れ
た
り
、
看
板

が
落
下
し
た
ら
大
変
な
事
故
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
維
持

管
理
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

ご
指
摘
の
街
路
灯
に
つ
い
て

は
、
塗
装
の
修
繕
は
27
年
度
中

問

廣野吉雄議員

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

対
町
長
の
考
え
方
に
つ

い
て

答

質
問　

第
５
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

鈴木一徳議員

一
般
・
観
光
行
政

質
問　

国
道
３
４
９
号
、
下

関
工
区
、
小
田
川
工
区
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て

藤田玄夫議員

教
育
・
建
設
・
一
般
行
政

質
問　

矢
祭
小
学
校
建
設
及

び
開
校
に
向
け
て
の
進
捗
に

つ
い
て

答

質
問　

県
立
自
然
公
園
に
つ
い
て

問

問

答

答

答

答

問

答 問

答

問



　
　

学
校
跡
地
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
の
予
算
が
提
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
そ
の
件
に
関

し
て
は
ど
う
な
の
か
お
伺
い
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

４
月
１
日
か
ら
町
の
方
の
教

育
財
産
か
ら
普
通
財
産
の
方
に

分
類
替
え
さ
れ
財
産
管
理
の
方

に
予
算
を
計
上
し
て
取
壊
し
ま

で
管
理
を
す
る
と
い
う
ふ
う
な

形
で
の
予
算
計
上
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
　

石
井
小
学
校
は
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
方
に
い
く
と
。
他
の

３
小
学
校
の
ほ
う
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、
全
体
的
な
構
想
は

ど
の
よ
う
な
ど
う
い
っ
た
時
系

列
で
や
っ
て
い
く
の
か
お
知
ら

せ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

石
井
小
学
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
福
祉
施
設
の
方
の
建

築
、
残
り
の
３
つ
の
学
校
に
つ

い
て
は
ま
だ
方
向
性
は
決
ま
っ

て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
建
物
が
あ

る
う
ち
は
維
持
管
理
を
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
28
年

度
中
に
は
あ
る
程
度
、
方
向
づ

け
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
関
岡
小
の
校
舎
だ

け
は
新
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ

て
お
り
、内
川
と
下
関
の
校
舎
、

関
岡
と
内
川
と
下
関
の
体
育
館

に
つ
い
て
は
耐
震
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
基

本
的
に
は
取
り
壊
し
て
何
か
企

業
誘
致
と
か
そ
う
い
う
希
望
が

あ
れ
ば
転
用
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
か
な
と
思
っ
て
ご
ざ
い
ま

す
。

　
　

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
。
役
場
だ
け
で
は
な

く
住
民
に
も
き
ち
ん
と
調
査
を

し
た
り
と
か
お
願
い
し
た
い
。

　
　

事
業
計
画
と
職
員
、
こ
れ

は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
状

況
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
計

画
に
な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長　

　

28
年
度
の
運
営
計
画
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
選
手
コ
ー
ス
・
育

成
コ
ー
ス
、
そ
の
他
に
、
学
童

コ
ー
ス
と
し
て
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対
象
に

週
１
回
の
形
で
月
４
回
程
度
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
職
員

は
、
ス
ク
ー
ル
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
を
当

て
て
い
き
た
い
と
い
う
よ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
28
年
度
に

お
い
て
は
、
現
所
長
の
他
、
ス

ク
ー
ル
が
開
設
さ
れ
る
ス
ク
ー

ル
対
応
と
し
て
の
雇
用
、
短
時

間
雇
用
の
コ
ー
チ
の
見
込
み
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
ア
シ
ス

タ
ン
ト
コ
ー
チ
に
つ
い
て
は
臨

時
職
員
も
含
め
て
、
都
合
４
名

で
す
ね
。
そ
の
他
に
施
設
全
体

の
管
理
で
別
に
１
名
を
配
置
し

合
計
７
名
で
と
り
あ
え
ず
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

体
育
ク
ラ
ブ
新
入
会
員
の

募
集
の
お
知
ら
せ
と
い
う
の

が
、
こ
ど
も
園
に
お
い
て
配
付

さ
れ
た
。
園
の
活
動
が
終
わ
っ

て
か
ら
放
課
後
の
時
間
に
さ
れ

る
と
い
う
。
４
，
３
２
０
円
と

い
う
お
金
が
か
か
り
こ
う
い
っ

た
件
に
関
し
て
、
や
れ
る
子
と

や
れ
な
い
子
が
出
て
き
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
そ
の
件
に
関
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち

な
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

町
長

　

お
話
を
聞
い
た
と
き
に
、
子

ど
も
た
ち
に
不
公
平
感
が
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
た
と

え
、
放
課
後
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
の
運
動
教
室
に
預
か
り
保
育

の
中
で
混
ざ
れ
な
い
子
ど
も
も

い
る
、
金
が
か
か
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
か
ら
担
当
の
方
に
言
い

ま
し
て
、
来
年
度
か
ら
は
今
ま

で
の
授
業
で
や
っ
て
い
た
も
の

を
も
っ
と
拡
大
し
て
、
希
望
す

る
子
ど
も
た
ち
全
員
が
一
緒
に

で
き
る
よ
う
に
予
算
化
す
る
よ

う
に
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
の
個
別
事
業
計
画
に

つ
い
て
教
え
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

矢
祭
町
の
地
域
の
公
共
交
通

網
整
備
計
画
に
向
け
た
基
本
調

査
研
究
に
関
す
る
報
告
書
と
い

う
も
の
が
、
現
在
策
定
の
作
業

中
で
、
今
年
３
月
に
完
成
す
る

わ
け
で
す
が
、
現
段
階
は
ま
だ

原
稿
と
い
う
こ
と
で
担
当
レ
ベ

ル
で
検
討
し
て
い
る
状
態
で

す
。

　
　

先
の
２
月
14
日
、
暮
ら
し

の
足
を
考
え
る
集
い
と
い
う
セ

ミ
ナ
ー
が
矢
祭
町
の
矢
祭
中
学

校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
の

予
算
の
中
に
、
そ
の
件
に
関
し

て
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で

す
が
、
入
る
予
定
は
あ
る
の
か

ど
う
か
伺
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

来
年
度
予
算
の
中
で
必
要
な

費
用
と
い
う
の
は
、
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
事
で
は

考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
費
用
と
い
う
も
の

は
大
き
な
も
の
は
発
生
し
な
い

と
考
え
て
お
り
、
予
算
の
計
上

と
し
て
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
て
、
や

は
り
専
門
家
の
話
を
聞
い
た
上

で
や
っ
て
い
か
な
い
と
細
か
い

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
次
第
で
、
福
島
大

学
の
吉
田
教
授
に
来
て
い
た
だ

答

31 30

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

26
年
度
に
17
行
政
区
で
、

２
０
０
万
円
。
27
年
度
に
18
行

政
区
で
２
０
０
万
円
で
す
。

　
　

支
給
要
件
は
行
政
区
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い

て
助
成
す
る
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
要
件
の
緩
和
、

主
体
が
区
民
で
あ
る
活
動
に

も
、
対
象
団
体
に
含
め
る
か
ど

う
か
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

行
政
区
が
主
体
に
な
っ
た
活

動
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

た
い
。
行
政
区
が
か
か
わ
っ
て

も
ら
え
ば
、
交
付
の
対
象
に
は

な
り
ま
す
。

　
　

ゴ
ミ
袋
の
無
料
化
に
つ
い

て
で
す
が
、
福
島
県
内
59
自
冶

体
の
中
で
32
半
数
以
上
、
人
口

か
ら
す
る
と
７
割
、
８
割
が
無

料
化
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま

す
。
有
料
化
が
減
量
化
だ
と
い

う
こ
と
、
実
際
は
人
口
が
減
っ

て
い
る
が
、
ゴ
ミ
の
量
は
増
え

て
い
る
。
町
民
の
生
活
、
感
情

か
ら
す
る
と
、
矢
祭
も
無
料
化

と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
ま

す
。
矢
祭
町
と
し
て
の
ゴ
ミ
の

減
量
化
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

ゴ
ミ
袋
有
料
化
の
目
的
は
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
、
マ
ナ
ー
の
向

上
、
排
出
量
に
応
じ
た
負
担
の

公
平
、
収
集
の
効
率
・
安
全
性

が
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
制
度
は
福
島
県
内
で
初
め

て
東
白
川
郡
が
平
成
７
年
に
、

導
入
し
ま
し
た
。
各
種
チ
ラ

シ
、
広
報
を
通
じ
て
ゴ
ミ
の
減

量
化
、
３
Ｒ
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

減
量
化
を
進
め
る
方
策
も

一
方
で
し
な
い
と
、
ゴ
ミ
袋
の

負
担
だ
け
し
て
下
さ
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
ゴ
ミ
は
、
消
費
者
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
、
過
剰
包
装
も

含
め
社
会
問
題
で
、
課
長
が
言

わ
れ
た
３
Ｒ
も
含
め
て
あ
る
と

思
い
ま
す
。
他
は
無
料
化
に

な
っ
て
い
る
、
矢
祭
も
そ
う
な

る
べ
き
で
あ
る
と
申
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

固
定
資
産
税
の
見
直
し

は
、
１
町
で
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
町
長
選
の
公
約
に
も

掲
げ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
見
直
し
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

町
長　

　

固
定
資
産
税
は
、
１
０
０
０

分
の
14
と
法
律
で
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
若
者
定
住
の
施

策
の
中
で
、
減
免
を
検
討
し
て

お
り
、
町
全
体
の
問
題
は
、
評

価
額
の
引
き
下
げ
が
、
必
要
と

思
い
ま
す
。
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

今
ま
で
農
地
だ
っ
た
と
こ

ろ
に
、
建
物
・
倉
庫
を
建
て
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
場
合
は
、
い
か
が
で

す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

農
地
を
転
用
し
て
建
物
を
建

て
た
場
合
は
、
宅
地
で
課
税
し

て
い
ま
す
。

　
　

新
築
の
場
合
も
含
め
て
、

理
解
を
し
て
固
定
資
産
税
等
を

支
払
っ
て
も
ら
う
の
が
原
則
だ

と
思
い
ま
す
。
町
民
へ
の
周

知
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長　

　

現
況
課
税
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
調
整
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

建
物
等
の
課
税
は
、
１
月
１
日

基
準
日
で
す
。
１
月
か
ら
12
月

の
建
物
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

評
価
し
て
、
固
定
資
産
税
の
し

お
り
で
説
明
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

町
民
へ
の
計
画
の
提
示
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
第
５

次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
以
前

よ
り
提
言
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
れ
な
い
方
が
ど
の
よ
う
な
形

で
全
文
を
提
示
し
て
い
た
だ
け

る
か
ど
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
個
人
的
に
来
て

見
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
方
は
、

閲
覧
に
つ
い
て
は
無
料
で
実
施

し
、
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
見
て
頂
く
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

コ
ピ
ー
を
し
て
く
れ
と
い

う
場
合
、
そ
の
辺
は
対
応
し
て

頂
け
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

コ
ピ
ー
料
金
を
納
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
可
能
か
と
思
い
ま

す
。

　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。
定
住
自
立
圏
構
想
と
い
う

大
田
原
を
中
心
、
白
河
市
を
中

心
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
い
ろ
ん
な
政
策
に
散

り
ば
め
ら
れ
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
が
ご
提
示
願
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
町
民
と
し
て
ど
の

よ
う
な
享
受
が
得
ら
れ
る
の
か

ど
う
か
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
そ
の
件
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

既
存
の
事
業
が
ご
ざ
い
ま
し

て
、
定
住
自
立
圏
の
部
分
だ
と

い
う
色
分
け
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
閲
覧
で
も
説
明
で
も
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
都
度
説
明

は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

広
報
や
ま
つ
り
の
中
に
利

用
し
て
入
れ
込
ん
で
い
く
と
い

う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。　

　
　

自
立
総
務
課
長

　

広
報
等
で
周
知
す
る
と
い
う

の
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
担
当
の
方
と
詰
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

学
校
跡
地
に
つ
い
て

答 問

答問

問答

答

問答

問

答 問

質
問　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
の

事
業
計
画
と
職
員
の
配
置
に

つ
い
て

問答

問 問

問

答

問 答

答

質
問　

地
域
公
共
交
通
網
整
備

計
画
（
全
体
計
画
）
に
つ
い
て

問問 質
問　

定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て

郡司浩子議員

一
般
・
教
育
・
福
祉
行
政

質
問　

第
５
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

問

答

問

答

問答

答

質
問　

固
定
資
産
税
の
見
直

し
に
つ
い
て

問

答問

質
問　

こ
ど
も
園
に
お
け
る

体
育
指
導
と
今
後
に
つ
い
て



★ 

２
月

１
日　

県
南
地
方
４
Ｊ
Ａ
合
併

　
　
　

に
関
す
る
経
過
報
告
会

　
　
　

（
町
村
会
合
同
）
及
び

　
　
　

懇
親
会
（
塙
農
村
勤
労

　
　
　

福
祉
会
館
）

５
日　

第
１
回
臨
時
会

９
〜
10
日　

随
時
監
査

19
日　

例
月
出
納
検
査

20
日　

下
関
河
内
小
学
校
閉
校

　
　
　

記
念
式
典

23
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
塙
厚
生

　
　
　

病
院
会
議
室
）

24
〜
25
日　

福
島
県
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
総
会
（
福
島
市

　
　
　

杉
妻
会
館
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
福
島

　
　
　

市
穴
原
温
泉
）

　
　
　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　
　
　

す
る
要
望
活
動
（
Ｊ
Ａ

　
　
　

福
島
厚
生
連
）

25
日　

東
白
川
郡
森
林
組
合
第

　
　
　

49
回
通
常
総
会
（
棚
倉

　
　
　

町
「
倉
美
館
」）

26
日　

第
１
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

27
日　

石
井
小
学
校
閉
校
記
念

　
　
　

式
典

28
日　

東
白
川
町
村
親
善
イ
ン

　
　
　

デ
ィ
ア
カ
大
会
（
町
営

　
　
　

体
育
館
）

29
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　

　
　
　

全
員
協
議
会

★ 

３
月

４
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式

５
日　

内
川
小
学
校
閉
校
記
念

　
　
　

式
典

　
　
　

内
川
小
学
校
に
感
謝
す

　
　
　

る
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

７
日　

産
業
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会　

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

７
〜
11
日　

第
２
回
定
例
会

11
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

14
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
・

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
会
議
室
）

15
日　

矢
祭
町
体
育
協
会
総
会

18
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
修

　
　
　

了
証
書
授
与
式

　
　
　

例
月
出
納
検
査

23
日　

小
学
校
卒
業
式

26
日　

小
学
校
閉
校
式

　
　
　

関
岡
小
学
校
閉
校
記
念

　
　
　

式
典
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

28
日　

矢
祭
町
議
会
議
員
一
般

　
　
　

選
挙
当
選
証
書
付
与
式

　
　
　

教
職
員
合
同
離
任
式

　
　
　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

30
日　

第
３
回
臨
時
会

★ 

４
月

１
日　

教
職
員
合
同
着
任
式

　
　
　

矢
祭
町
消
防
団
正
副
団

　
　
　

長
辞
令
交
付
式

５
日　

議
員
懇
談
会

　
　
　

第
４
回
臨
時
会

６
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学

　
　
　

式

８
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
入

　
　
　

園
式

　
　
　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

第
50
回
通
常
総
会
（
ユ

　
　
　

ー
パ
ル
矢
祭
）

10
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

11
日　

東
白
川
郡
内
町
村
及
び

　
　
　

大
子
町
へ
就
任
あ
い
さ
つ

18
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式
（
矢
祭
小
学

　
　
　

校
体
育
館
）

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流
（
久
慈

　
　
　

川
河
川
敷
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

25
日　

矢
祭
山
公
園
桜
記
念
植

　
　
　

樹
会
（
矢
祭
山
公
園
）

　
　
　

矢
祭
町
観
光
協
会
総
会

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
）

26
日　

第
５
回
臨
時
会

27
日　

第
１
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
並
び
に
事
務
局
長

　
　
　

合
同
歓
送
迎
会
（
棚
倉

　
　
　

町
）

33 32

い
て
見
て
頂
く
と
本
当
に
い
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
。や
は
り
、

専
門
家
と
と
も
に
や
る
べ
き
だ

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
件
に
関
し
て
ど
う
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
全
体
を
決
め
た
わ

け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

今
あ
る
交
通
を
い
か
に
生

か
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
考
え

る
か
と
い
う
の
が
公
共
交
通
網

の
計
画
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
そ

こ
な
の
で
理
解
し
て
い
た
だ
い

て
協
議
会
を
開
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
が
、

再
度
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

先
ほ
ど
も
申
上
げ
ま
し
た
け

れ
ど
も
来
年
度
に
は
立
ち
上
げ

ま
す
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
長
退
任
に
当

り
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
の
初
議
会

に
お
い
て
、
議
長
に
選
出
さ

れ
以
来
４
年
間
、
同
僚
議
員

の
方
々
、
町
当
局
、
町
民
の

皆
様
に
格
段
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
そ
の

職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
思
い
起
こ
せ
ま
す

こ
と
は
、
町
の
重
大
事
業
で

あ
り
ま
す
統
合
小
学
校
の
こ

と
で
す
。
立
場
の
違
い
、
意

見
の
違
い
を
乗
り
越
え
な
が

ら
町
、
議
会
、
町
民
の
方
々

が
討
議
を
重
ね
、
矢
祭
小
学

校
と
銘
打
っ
て
実
現
し
、
開

校
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

明
日
の
矢
祭
町
を
担
う
子
ど

も
達
の
教
育
の
要
と
し
て
、

町
民
の
大
き
な
期
待
を
寄
せ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

議
会
は
、
町
当
局
と
は
対

極
側
に
あ
り
ま
す
が
、
町
民

の
声
の
代
表
者
と
し
て
、
町

の
発
展
、
町
民
の
幸
せ
の
向

上
と
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ

で
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
は

町
、
議
会
、
町
民
の
三
位
が

一
体
と
な
っ
て
、
第
５
次
総

合
計
画
に
沿
っ
た
新
た
な
町

創
り
の
第
一
歩
の
年
か
と
思

わ
れ
ま
す
。「
小
さ
く
と
も

キ
ラ
リ
と
輝
る
矢
祭
町
」
の

創
造
に
新
し
い
議
員
皆
様
の

奮
闘
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
矢
祭

町
の
益
々
の
発
展
と
町
民
皆

様
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

議
長
退
任
あ
い
さ
つ

前
議
長　

菊　

池　

清　

文

　

２
月
23
日
、
塙
町
「
塙

厚
生
病
院
会
議
室
」
に
お

い
て
、
東
白
川
地
方
町
村

議
会
議
員
の
研
修
会
（
東

白
川
地
方
地
域
医
療
に
関

す
る
研
修
会
）
が
東
白
川

地
方
町
村
議
会
議
長
会
、

東
白
川
地
方
町
村
会
、
塙

厚
生
病
院
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
塙
厚
生
病

院 

蕪
木
康
憲
事
務
長
か

ら
「
病
院
の
利
用
状
況
と

次
期
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い

て
」、
佐
川
恵
一
塙
厚
生

病
院
院
長
か
ら
「
地
域
の

医
療
を
考
え
る
」
と
題
し

た
講
演
を
各
議
員
が
熱
心

に
拝
聴
し
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村

議
会
議
員
研
修
会

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

６
月
で
す
。

議会の動き

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各
事

業
は
、
概
ね
良
好
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
留

意
さ
れ
た
い
。

①　

第
３
・
四
半
期
に
発
注
し
た

工
事
に
進
捗
率
の
低
い
箇
所
が
集

中
し
て
い
る
。
舗
装
工
事
、
法
面

保
護
工
事
等
は
冬
期
間
の
工
事
に

な
る
と
粗
悪
に
な
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
た
め
、
今
後
は
工
事
発

注
時
期
の
検
討
を
願
い
た
い
。

②　

平
成
26
年
度
林
道
大
沢
線
法

面
補
修
工
事
、
平
成
26
年
度
林
道

下
河
原
線
防
塵
舗
装
工
事
、
平
成

26
年
度
黒
助
橋
橋
脚
補
強
工
事
、

平
成
26
年
度
町
道
桃
木
・
柳
下
線

道
路
改
良
工
事
、
平
成
26
年
度
農

用
地
等
災
害
復
旧
事
業
入
宝
坂
１

号
地
区
工
事
、
平
成
26
年
度
町
道

高
萩
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
６

つ
の
工
事
は
、
進
捗
率
が
10
％
か

ら
30
％
と
低
く
、
今
後
、
大
幅
に

進
捗
状
況
が
改
善
さ
れ
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
粗
悪
な
工
事
に
な
ら

な
い
よ
う
現
場
監
督
を
行
い
、
工

期
内
完
成
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
。

◎
随
時
監
査
実
施

・平成27年度矢祭町山村開発センター駐車場造成工事
・平成27年度小野沢地区耐震性貯水槽設置工事
・平成27年度塘ケ沢地区耐震性貯水槽設置工事
・平成27年度ＫＤＤＩエンジニアリンクﾞ通信設備工事
・平成27年度ＮＴＴドコモ通信設備工事
・平成27年度ソフトバンク通信設備工事
・平成27年度町道東舘・追分線道路舗装補修工事
・平成27年度町道恩岩・下上野内線外道路舗装工事
・平成27年度町道矢祭中学校線道路改良工事
・平成27年度町道山野井・天神沢線道路改良工事
・平成27年度農業基盤整備促進事業八神堰改修工事
・平成27年度矢祭山公園観光施設等補修工事
・平成26年度矢祭小学校校舎新築工事
・平成27年度矢祭小学校体育館・プール新築工事
・平成27年度矢祭町老人福祉センター舘山荘太陽光発電設備設置工事
・平成27年度スインピア矢祭屋外プール改修工事

答問答

〈踏査コース〉
　

２
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
鈴
木
一
徳

監
査
委
員
は
、
平
成
27
年
度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏
査
し
工
事

内
容
、
工
事
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。



　今月号から「メッセージfrom結婚支援室」
のコーナーの中身をリニューアルしました。
町内在住のご夫婦を紹介する月と結婚支援
室での活動などを紹介する月に分けて掲載
していきます。今回は、中石井在住の鈴木
さんご夫婦にご協力いただきました。お二
人は幼なじみだということで、子供の頃か
ら近くにいた存在同士で結婚するというの
はすごいことだなと思いました。　　　（海）

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、
個

人
住
宅
の
改
良
を
行
う
方
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象　

修
繕
、
増
築
、
改
造
、

　

模
様
替
え
な
ど
の
う
ち
、
工

　

事
代
金
が
50
万
円（
税
込
み
）

　

以
上
で
、
町
内
の
施
工
業
者

　

に
発
注
す
る
工
事

補
助
額　

工
事
代
金
の
10
％（
上

　

限
は
20
万
円
）

申
込
方
法　

工
事
着
手
前
に
、

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

　

て
持
参
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、申
請
書
に
つ
い
て
は
、

　

町
役
場
事
業
課
で
お
渡
し
し

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
事
業
課

　

事
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４

　

５
７
７

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
４
月
１
日
（
金
）
よ
り
司

法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
新
番
号
は
、
０
１
２
０
‐

８
１
‐
５
５
３
９
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
相
談
者
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
午

　

前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

　

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
６
月
１
日
（
水
）
〜
10
日

（
金
）
は
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す
。

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、警
察
、

消
防
、
救
急
用
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
や
人
命
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
電
波
は
、
こ
ん
な
大
切
な

通
信
を
妨
害
し
て
私
た
ち
の
生

活
や
人
命
の
安
全
を
脅
か
し
ま

す
。
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ

い
て
の
ご
相
談
等
は
、
総
務
省

東
北
総
合
通
信
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
東
北
総

　

合
通
信
局
☎
０
２
２
‐
２
１

　

１
‐
０
６
４
１

支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度
臨

　

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

　

者
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

65
歳
以
上
に
な
る
方

支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万
円

申
請
方
法　

対
象
と
思
わ
れ
る

　

方
に
、
案
内
通
知
と
申
請
書

　

を
送
付
済
み
で
す
の
で
、　

申

　

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

添
付
書
類
と
共
に
役
場
自
立

　

総
務
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月
25
日
（
月
）

　

〜
８
月
31
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
自
立
総

　

務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
７
９

　

今
年
度
も
し
あ
わ
せ
金
婚
夫

婦
表
彰
の
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
９
月
に
開
催
さ
れ
る
敬

老
会
に
お
い
て
表
彰
を
行
う
予

定
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
地
元
高
齢
者
ク
ラ

ブ
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
夫
婦　

昭
和
41
年
１
月
１

　

日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

　

に
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
ま
た
は

　

昨
年
届
け
漏
れ
の
あ
っ
た
夫

　

婦
受
付
期
間　

７
月
15
日
（
金
）

申
込
方
法　

各
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

　

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

記
入
の
上
各
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
３
４
‐
１
０
５

　

０

　

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で

も
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
が
、
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
国
・
県
・
市
町
村
や
そ

の
他
の
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
処
理
や
説
明
な
ど
に

苦
情
や
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
18
日
（
水
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

町
中
央
公
民
館

相
談
委
員　

金
澤
正
樹
さ
ん（
中

　

石
井
）

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,１２５人（－ 33）
男 ３,０２４人（－ 11）
女 ３,１０１人（－ 22）
世　帯 ２,０９３世帯（－ ７）

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
な
か
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生

し
ま
し
た
。
法
務
省
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日
を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
毎
年
６
月
１
日
を
中
心
に

一
層
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行

い
、
人
権
思
想
の
普
及
を
図
る

た
め
、
人
権
擁
護
委
員
が
皆
様

の
町
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
（
水
）
に
は
矢
祭

町
で
特
設
相
談
所
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所　

中
央
公
民
館

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

そ
の
他　
「
人
権
擁
護
委
員
の

　

日
」
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

悩
み
ご
と
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く

　

だ
さ
い
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
☎

　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１

　

０
／
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

　

番
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

　

１
１
０
／
女
性
の
人
権
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７
０
‐
０

　

７
０
‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

平
成
24
年
10
月
よ
り
障
害
者

虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
障
害
の
あ
る
方
が
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
方

は
、
す
み
や
か
に
相
談
窓
口
に

相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
報
し
た
方
や
届
け
出

し
た
方
の
情
報
は
守
ら
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

東
白
川
障
が
い

　

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

８
０
‐
８
２
２
２
‐
１
１
２

　

２
（
日
中
及
び
休
日
夜
間
）

人の動き
4月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小柳菜

な な み

々美 3/24 勝 ・ 有美 小田川

會澤　　碧
あおい

3/26 勇輝 ・ 那津美 関　岡

菊池　紗
せ な

苗 3/28 義紀 ・ 真弓 東　舘

鈴木　優
ゆ あ

愛 3/30 修宏 ・ 郁美 中石井

菊池　奏
か な と

翔 4/6 大樹 ・ 春樹 関　岡

吉川　陽
は る き

輝 4/8 善明 ・ ｼﾞﾆﾘﾝ 小田川

小野瀬弘
こ う き

希 4/9 康弘 ・ 美和 内　川

髙橋　篤
あ つ と

杜 4/13 竜一 ・ 亜沙美 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
大内ともよ 78 英則 3 / 30 内　川
菊池　朝三 69 雄市 4 / 4 戸　塚
松本　　章 92 義勝 4 / 5 茗　荷
齋藤　一郎 79 洋一 4 / 8 東　舘
豊田りゑ子 91 正則 4 / 8 大　垬
小瀧　かね 86 和江 4 / 12 小田川
金澤　千幹 91 秀昭 4 / 13 下石井
生田目勝一 76 友一 4 / 19 内　川
宗田　武美 83 浩一 4 / 21 東　舘

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２８年度全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

　近年、全国的に地域防災に対する意識が高まってい
ます。災害を起こさない、災害にあわないのが一番で
すが、未然に災害を防ぐ、災害の被害を最小限に食い
止めることが大切です。火の取扱いには十分注意し、
焚火やたばこのポイ捨ては絶対にやめましょう。
　さらに消火栓や防火水槽の前には車を駐車しない、
緊急車両の通行の際には停車して道を譲る等の消防活
動へのご協力をよろしくお願いいたします。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～4月15日）

火災件数　 ０件
救急出動      72件

消防分署からのお願い

固定資産税▶１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（火）

●今月の納税

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

の
募
集
を
し
ま
す

3435

行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

案　
　

内

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

募　
　

集

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

相　
　

談

障
害
者
の
虐
待
等
に

関
し
て
は
相
談
窓
口
へ

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
電
話
番
号
変
更

個
人
住
宅
改
良
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

高
齢
者
向
け
給
付
金
を

支
給
し
ま
す



　素敵な笑顔で出迎えてくれたのは、関岡在住の古張さんご家族。
お父さんの貴生さんとお母さんの香織さん、長男の瑛大くん、次男
の修大くんの４人家族です。ちょっと内気で甘えん坊な瑛大くんは、
お父さんと一緒の大工さんになることが将来の夢なんだそうです。
弟の修大くんはこれから大きくなって好きなことを見つけていって
ほしいそうですが、貴生さんは「兄弟一緒に大工をやってくれたら
とてもうれしいことですね」と話してくれました。そんな兄弟につ
いてお母さんの香織さんは「兄弟仲良く、のびのびと元気に育って
ほしいです」と二人の成長への願いを教えてくれました。これから
の成長が本当に楽しみな瑛大くん修大くん兄弟。ご両親は我が子た
ちを暖かな目で見つめながら今日も見守り続けます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア矢祭5

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　古張瑛
えいた

大くん（2）修
しゅうた

大くん（1）
お父さん　貴生さん　　お母さん　香織さん　　

【関岡在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 6月 30日まで
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日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14
●ひがししらかわフラワー&ご
当地キャラフェスタin矢祭山公園

 ● 3か月児健診健康診査
　 塙（13：30～13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●リトミック　　　
　山開（10：00～11：00）
● 6か月児・11か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）

●生涯学習合同開級式
　山開（9：00～）

○車田医院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●矢祭読書の日 ●運動教室

　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
● 2歳児歯科健診
　山開（13：00～13：15）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 31 6/1 2 3 4
●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●さわやかサイクリング
●久慈川第一漁協あゆ釣解禁日

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
　

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ




